
平成１８年第３回定例会 

             四 万 十 町 議 会 会 議 録 

             平成１８年１２月６日（水曜日） 

                             

             議  事  日  程（第１号） 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期決定の件 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 行政報告 

第 ５ 議案第１５０号 人権擁護委員の推薦について 

第 ６ 議案第１５１号 男女共同参画計画審議会条例について 

第 ７ 議案第１５２号 収入役の事務を助役に兼掌させる条例を廃止する条例について 

第 ８ 議案第１５３号 四万十町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する 

            条例について 

第 ９ 議案第１５４号 四万十町税条例及び四万十町国民健康保険診療所条例の一部を 

            改正する条例について 

第１０ 議案第１５５号 四万十町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関 

            する条例の一部を改正する条例について 

第１１ 議案第１５６号 四万十町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条 

            例について 

第１２ 議案第１５７号 四万十町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

第１３ 議案第１５８号 四万十町母子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条 

            例について 

第１４ 議案第１５９号 四万十町総合交流拠点施設に係る指定管理者の指定について 

第１５ 議案第１６０号 高知県後期高齢者医療広域連合の設立について 

第１６ 議案第１６１号 高知県市町村総合事務組合規約の変更について 

第１７ 議案第１６２号 こうち人づくり広域連合規約の一部変更について 

第１８ 議案第１６３号 高知県広域食肉センター事務組合規約の変更について 

第１９ 議案第１６４号 高幡広域市町村圏事務組合規約の変更について 

第２０ 議案第１６５号 高幡消防組合規約の変更について 
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第２１ 議案第１６６号 高幡身体障害者療護施設組合規約の変更について 

第２２ 議案第１６７号 高幡西部特別養護老人ホーム組合規約の変更について 

第２３ 議案第１６８号 平成１８年度四万十町一般会計補正予算（第２号） 

第２４ 議案第１６９号 平成１８年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

第２５ 議案第１７０号 平成１８年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予 

            算（第１号） 

第２６ 議案第１７１号 平成１８年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予 

            算（第１号） 

第２７ 議案第１７２号 平成１８年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

第２８ 議案第１７３号 平成１８年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

第２９ 議案第１７４号 平成１８年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

第３０ 議案第１７５号 平成１８年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予 

            算（第２号） 

第３１ 議案第１７６号 平成１８年度四万十町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

第３２ 議案第１７７号 平成１８年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第３３ 議案第１７８号 平成１８年度四万十町給与等集中処理特別会計補正予算（第１ 

            号） 

第３４ 議案第１７９号 平成１８年度四万十町水道事業会計補正予算（第１号） 

第３５ 請願・陳情 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

日程第１から日程第３５まで 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             出  席  議  員（４０名）        

   １番  味 元 和 義 君         ２番  國 澤 雅 男 君 
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   ３番  宮 崎 南海男 君         ４番  松 下 和 孝 君 

   ５番  山 上 利 嗣 君         ６番  山 﨑 邦 雄 君 

   ７番  緒 方 正 綱 君         ８番  竹 内 常 喜 君 

   ９番  山 岡 義 正 君        １０番  島 岡 幹 夫 君 

  １１番  森   健 吉 君        １２番  竹 内 忠 征 君 

  １４番  橋 本 章 央 君        １５番  林   一 將 君 

  １６番  伊 藤 訓 新 君        １７番  秋 田   昇 君 

  １８番  橋 本   保 君        １９番  宗 崎 小百合 君 

  ２０番  酒 井 祥 成 君        ２１番  堀 本 伸 一 君 

  ２２番  梶 原 政 利 君        ２３番  牧 野 利惠子 君 

  ２４番  弘 瀬 則 彦 君        ２５番  芝   正 三 君 

  ２６番  市 川 繁  君        ２７番  宮 地 章 一 君 

  ２８番  武 田 茂 男 君        ２９番  濵 田 正 三 君 

  ３０番  横 田 憲次郎 君        ３１番  佐々木 保 彦 君 

  ３２番  下 元   昇 君        ３３番  林   健 三 君 

  ３４番  田 邊 哲 夫 君        ３５番  山 本 道 利 君 

  ３６番  岩 井 優之介 君        ３７番  宮 本 則 夫 君 

  ３８番  岡 峯 久 雄 君        ３９番  氏 原   郭 君 

  ４０番  田 邊 客 子 君        ４２番  田 邊 幹 男 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             欠  席  議  員（ ０ 名 ） 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             説 明 の た め 出 席 し た 者 

町     長  前 田 哲 生 君    助     役  甲 把 英 一 君 

助     役  高 瀬 満 伸 君    総 務 課 長  浜 田 好 清 君 

総 務 副 課 長  敷 地 敬 介 君    総 務 副 課 長  樋 口   寛 君 

企 画 課 長  武 内 文 治 君    管財契約課長  佐 竹 節 文 君 

税 務 課 長  山 本   靖 君    町民環境課長  市 川 敏 英 君 

健康福祉課長  岡 林 寿 男 君    農林水産課長  渡 部   睦 君 

商工観光課長  田 辺 由喜男 君    建 設 課 長  武 市 逸 夫 君 
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上下水道課長  佐 竹 生 朗 君    教 育 委 員 長  中 岡   全 君 

教  育  長  水 間 淳 一 君    教 育 次 長  長谷部 文 男 君 

学校教育課長  掛 水 誠 幸 君    生涯学習課長  山 本 弘 光 君 

農業委員会会長  林   幸 一 君    農業委員会事務局長  下 藤 広 美 君 

代表監査委員  奥 宮 敏 男 君    財政班総括主幹  森 本 吉 彦 君 

大正総合支所 

支  所  長  永 井 立 一 君    地域振興課長  林   正 憲 君 

町民生活課長  柴   久 幸 君    大正診療所長  武 内 洋 介 君 

産業建設課長  清 水 正 一 君 

十和総合支所 

支  所  長  林   伸 良 君    地域振興課長  森   芳 明 君 

町民生活課長  伊 藤 哲 郎 君    産業建設課長  岡 本 順 一 君 

十和医療福祉センター  酒 井   正 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             事 務 局 職 員 出 席 者 

議会事務局長  今 村   茂 君    次     長  西 谷 典 生 君 

書     記  田 邊   充 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～        
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            午前９時３０分 開会 

○議長（弘瀬則彦君） 皆さん、改めておはようございます。 

 ただいまの出席議員数は４０名であります。定足数に達しておりますので、平成１８年

第３回四万十町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 会議順序に従い会議を進めます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、９番山岡義正君及び３１番佐々

木保彦君を指名します。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 この件につきましては、一昨日の１２月４日に議会運営委員会で協議願っておりますの

で、その結果の報告を求めます。 

 議会運営委員長山上利嗣君。 

○５番（山上利嗣君） おはようございます。 

 会期の件をご報告をいたします。 

 去る１２月１４日、議会運営委員会を開催し…… 

（「１４日じゃないぞ、４日ぞ」と呼ぶ者あり） 

 １２月４日に、平成１８年第３回定例議会の会期日程を９日間とし、別紙のとおり決定

をいたしました。 

 なお、執行部からの要請により、本日議会終了後に議員協議会の開催を予定をいたして

おります。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（弘瀬則彦君） 委員長の会期報告は、本日の１２月６日から１２月１４日までの

９日間であります。 

 お諮りします。 

 今期定例会の会期は委員長報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（弘瀬則彦君） 異議なしと認めます。したがって、今期定例会の会期は、本日か

ら１２月１４日までの９日間とすることに決定しました。 

 なお、会期中の会議予定等につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定による定期監査報告及び地方自治法第２３５条の２

第３項の規定による例月出納検査報告があっております。事務局に保管しておりますの

で、適宜閲覧を願います。 

 次に、町長から、地方自治法第１８０条第２項の規定により、専決処分をした旨、同条

第２項の規定により報告があっております。この写しをお手元に配付しておりますので、

ご了承願います。 

 次に、会議規則第１１９条、議員派遣について、その結果を報告します。 

 平成１８年９月１２日に南国市立後免野田小学校及び香南市赤岡の吉川給食センター、

学校給食の行政調査及び視察研修に、田邊教育民生常任委員長ほか議員８名が出席しまし

た。 

 平成１８年１０月１０日に須崎土木事務所へ檮原川汚濁水調査に関する陳情に、味元副

議長、竹内建設常任委員長、國澤副委員長が出席をしました。 

 平成１８年１０月２５日に県庁へ県道興津窪川線、上ノ加江窪川線の改良に関する陳情

に、山上議員が出席をしました。 

 平成１８年１０月２８日から平成１８年１０月２９日までの２日間、熊本県山鹿市、鹿

本町へ姉妹都市交流のふるさと自慢まつりに、山岡総務常任委員長と秋田議員が出席をし

ました。 

 平成１８年度１１月２日に高知県立県民文化ホールで開催されました平成１８年度トッ

プセミナーに、弘瀬議長、味元副議長、竹内産業常任委員長、竹内建設常任委員長、山上

議会運営委員長と今村事務局長が出席をしました。 

 平成１８年１１月２０日から平成１８年１１月２１日に栃木県茂木町で高岡郡町村議会

議長会県外行政視察研修が行われ、弘瀬議長、味元副議長、今村事務局長が出席をしまし

た。 

 平成１８年１１月２２日に東京都ＮＨＫホールで開催されました第５０回町村議会議長

全国大会に、弘瀬議長、味元副議長、今村事務局長が出席をしました。 
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 平成１８年１１月２７日から平成１８年１１月２８日までの２日間、岡山県高梁市有漢

町へ姉妹都市交流の風ぐるまフェスタ２００６ｉｎうかんに、味元副議長と秋田議員が出

席をしました。 

 議長会の件につきましても、お手元に配付しておりますので、ご了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第４ 行政報告を行います。 

 町長より行政報告を行いたい旨申し出があっておりますので、これを許可します。 

 前田町長。 

○町長（前田哲生君） おはようございます。 

 本日、議員の皆様のご出席をいただきまして、平成１８年１２月町議会定例会が開かれ

ますことを厚く御礼申し上げます。 

 今定例議会は在任特例の最後の議会となりますが、開会に当たりまして、９月定例議会

以降の主要な行政運営等に関しまして、以下何点かご報告をさせていただきます。 

 国全体としては、国民経済が戦後最長となる着実な拡大過程をたどり、所得税や消費税

などが増収となるなど、財政環境が明るい兆しを見せている一方で、地方にはその波及効

果は遠く及ばず、国、地方の長期債務残高は８００兆円に迫ろうとしており、いよいよ団

塊世代の大量退職時代が到来し、少子・高齢化が確実に進行しつつある我が国社会の持続

的発展を確実なものにするため、引き続き国、地方を問わない抜本的な経済財政の構造改

革が急務となっております。 

 国では、平成１９年度予算を今後５年間の新たな改革に向けた出発点となる重要な予算

と位置づけ、これまでの財政健全化の努力を今後も継続していくために、「引き続き歳出

全般にわたる徹底した見直しを行い、歳出の抑制と所管を超えた予算配分の重点化、効率

化を実施し、基礎的財政収支の黒字化を図り、国債発行額についても極力抑制する」とし

ております。 

 高知県においても、「高知県行政改革プラン」及び「財政危機への対応方針」に基づく

取り組みを徹底するため、各事業を人員と予算の両面から聖域なく見直し、行財政のスリ

ム化と質的向上を目指した予算編成に取り組んでおります。 

 こうした国、地方を通じた厳しい財政事情は当町においても同様でありまして、１２月

補正予算で基金繰入金を１億円減額いたしますものの、財政調整的基金等の繰り入れによ
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って急場をしのぐなど、依然として厳しい状況にあります。 

 このように厳しい状況にありましても、合併という大きな転換を選択した本町は、新町

建設計画や本年度に策定する第１次総合振興計画に基づくまちづくりを着実に進め、安定

的な行政サービスを提供するとともに、合併新町として真の地方分権に向けて、将来とも

持続的発展を可能にする行財政基盤を確かなものにするため、職員定数の削減や事務事業

の再編整理などによる行政改革とともに、抜本的な歳入歳出の見直しによる財政改革を不

断に実行していかなければなりません。 

 平成１９年度予算は、新町建設計画に基づき、地域資源を生かし、その特性を伸ばしつ

つ均衡ある発展を目指す地域づくりの展望を踏まえ、町民の声を反映し、真に必要とされ

る施策への重点化を図るなど、従来の手法を思い切って見直し、限られた財源のより効率

的で効果的な活用を図ることといたします。 

 政策の基本方針としては、新町建設計画の新しいまちづくりの将来像「山・川・海 自

然と人が元気です・四万十町」の創造を目指して、さらに力強く一歩を進めるため、第１

に、地方分権の新たな段階である合併新町として、地の利を生かした成長力、競争力を備

えた地域間競争に打ち勝てる潜在能力の高い自主自立の町へつながる施策を強化したいと

存じます。 

 第２に、町民生活の安全・安心を確保し、快適で安らぎのある生活環境を構築すること

により、町民の皆さんが「住んでよかった」と実感できるようにするため、少子化対策を

一層推進するとともに、バリアフリーのまちづくりと心身ともに健やかな生活を可能にす

る施策を強化したいと考えております。 

 第３に、少子・高齢化が進展する中で、多くの経験と知識を有する団塊世代等の有意な

人材を産業、福祉、グリーンツーリズム、基盤整備などまちづくりの各分野に取り込む仕

掛けを構築するとともに、次世代を担う青少年が心身をたくましくし、知識技術を習得で

きる環境整備に取り組むことにより、まちづくりの原動力となる人材の確保・育成に資す

る施策を強化したいと思います。 

 第４に、地域経済の活性化と地域雇用の創造が重要課題となっている中で、豊かな森林

資源の利活用によるすそ野の広い「森林産業」興しを推進し、農山村らしい働き場を創出

するとともに、町有林の有効的・効率的・効果的な管理運営体制を構築することにより、

自己財源化と森林整備モデルに資する施策を強化したいと考えております。 

 また、実質的な合併初年度である本年度の事務事業を新たな視点で見直し、合併効果を
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最大限引き出し、合併によるスケールメリット等を生かすため、簡素で効率的な行政体制

の整備に取り組んでまいります。 

 次に、四万十清流消防署西分署につきましては、合併特例債を活用して本年度から来年

度にかけて継続事業として統合庁舎を建築することになっておりますが、その用地につき

ましては、合併決定前の平成１６年８月に旧大正町と十和村の協議により、両町村のほぼ

中間地点である十和地区の茅吹手に５７６平方メートルを取得しておりますが、当該用地

は必ずしも適地とは言えず、合併後の２回の定例議会における議論を踏まえて、議会総務

常任委員会ともども再検討を行ってきたところでございます。 

 候補地につきましては、本町に２つの消防署が設置されることに伴う所管エリアの見直

しを含め、取得済みの茅吹手に加えて、十和地域の昭和、津賀、北の川口と大正などにつ

いて実地調査と地権者等への意向打診等を行いました。 

 その中で、昭和地区の３カ所につきましては、緊急車両の発進時の交通の危険性や地権

者の意向等により断念せざるを得ない状況であること。津賀地区につきましては、国道よ

り低地にあるため、かさ上げや水道工事等に多額の費用を要すること。大正地区は、町有

地でありますが、統合庁舎建設の経緯からいって、十和地区の住民の理解と納得を得るこ

とは困難ではないかという指摘もあっております。 

 残る北の川口につきましては、地形・地勢的には最適地であり、地権者等の権利関係者

の基本的な了解は得られておりますが、現時点では売買条件等についての具体的協議を行

うに至っておりませんので、確定的な報告ができる段階には至っていないのが現実でござ

います。早速、２名の権利関係者と詰めの協議を行い、今定例会中にも総務常任委員会及

び議員協議会への報告ができるよう、引き続き精力的な取り組みを進めてまいります。 

 なお、この用地取得の具体化と並行して、茅吹手の用地の旧地主への買い戻し協議も進

めているところでございます。 

 次に、旧大正町から事務引き継ぎを受けておりました大正総合支所の事務所の一部の貸

し付けにつきましては、相手方である高知銀行と協議が調い、去る１１月１７日付で、地

方自治法第２３８条の４第４項の規定に基づく四万十町公有財産管理規則第２５条の規定

により、１２月１日からの行政財産の一部使用許可を行ったところであります。 

 使用許可面積につきましては、店舗として使用する庁舎部分が１８１．０７平方メート

ルと駐車場が２５平方メートル（２台分）でございまして、使用期間につきましては、公

有財産管理規則により１年間と定められておりますので、毎年度の使用許可申請に基づく
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使用許可の手続により継続使用を想定しているところであります。 

 また、使用料につきましては、四万十町行政財産の目的外使用に関する使用料条例第２

条の規定により算出をいたしまして、年額１８１万２，０００円、月額にして１５万１，

０００円と決定をいたしました。 

 なお、本格的な工事は来年２月からを予定しており、騒音の出る工事につきましては土

日を中心に施工するなど、事務に支障を来さないよう特に注意を求めておりまして、オー

プンは来年５月下旬を想定していると聞き及んでおります。 

 なお、ＪＡ大正支所の事務所の件につきましては、このほど理事会で新築移転の方向性

が確認されましたので、町有地の使用と財政支援をお願いしたい旨の要望がございまし

た。具体の話があれば、大正町森林組合への支援の実績等を勘案しながら、適切な対応を

してまいりたいと考えております。 

 次に、さきの議員協議会において報告と説明をいたしましたＪＲ所有地の先行取得につ

きましては、土地鑑定評価の結果を受けて売買に関する協議がほぼ煮詰まりましたので、

詳細の詰めの協議を行い、年明けにも売買契約を締結したいと考えております。 

 この土地につきましては、本来ＪＲとしては公募による競売で年内に処分しようとして

いたものでございまして、地元自治体として取得の意向があれば随意契約により譲渡して

もよいとの打診があっていたものでございます。 

 取得しようとする土地の面積は２，５０３．５５平方メートルでございまして、取得予

定価格は、土地代、移転補償、鑑定評価等の取得経費を含め総額１億４，７７４万円とな

る見込みであり、そのうち土地代金は、鑑定評価に基づき１億４，０９５万円となってお

ります。 

 財源としては、土地開発基金を活用する方針でございまして、基金財産の運用形態の変

更という形で対応していきたいと考えております。 

 次に、障害者自立支援法が本年４月１日から施行され、１０月からは市町村が主体的に

実施する地域生活支援事業が始まったところでございます。 

 この法律は、従来の支援費制度が財源不足に陥ったため、当事者負担の強化によって打

開しようとするもので、それまでの所得に応じた負担である応能負担から、原則として費

用の１割の定率負担を求めるという応益負担が導入されたことが最大の特徴になっており

ます。市町村民税の課税の有無などに応じて負担上限額が設定されているとはいえ、応益

負担は、生きるために必要な福祉を「益」として、障害があるため働きたくても働けずに
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収入が得られないという現実の中で、障害が重いほど負担が大きくなるという非常に過酷

な逆進的な制度だと指摘してまいりました。また、報酬切り下げによる事業所の経営難な

どの実態も表面化しつつあります。 

 私は９月議会の行政報告におきまして、「国はこの制度的な問題を根本的に解決すべき

であるが、その制度改正が行われない場合には、本町の具体的実態を踏まえて、平成１９

年度から町独自の負担軽減策が講じられないか、その制度設計について具体的な検討に入

りたい」との考えを表明しておりました。 

 県内では高知市が１０月から負担上限額を引き下げる独自の軽減策を講じており、この

ほど地域間格差を憂慮した県が来年１月から市町村の軽減策を支援する制度をスタートす

ることになりましたので、本町もこれに合わせて居宅・通所系のサービス利用者を対象に

軽減策を開始することとし、補正予算措置を講じました。 

 内容としましては、負担上限額を平成１９年度末までは３分の１、２０年度は３分の２

に引き下げ、その差額の２分の１ずつを県と町が負担し合う仕組みとなっております。サ

ービス利用者の経済的・精神的負担の軽減に役立ち、障害者の自立への一歩になれば幸い

だと考えております。 

 次に、８月の臨時議会の議案審議等を通じて善処する旨の答弁をしておりました公共事

業等の予定価格の事前公表につきましては、入札等の透明性をより高める等の観点から、

「入札及び契約に関する情報の公開に関する基本方針」を定め、１１月から公共工事及び

委託業務について予定価格の事前公表を実施しております。結果、落札率の一定の低下傾

向が見られます。今後も入札及び契約の適正化に向けた取り組みを進めてまいりたいと存

じます。 

 最後に、県は平成１７年１２月に、５年間で集中的に行政改革に取り組む方針と目標な

どをまとめた「高知県行政改革プラン」を策定し、このプランに沿って組織・定数のスリ

ム化、業務のアウトソーシング、新たな人事制度の整備などを推進をしております。 

 その一環として、平成１９年４月に予定している大規模な組織再編に向け、本日開会の

県議会１２月定例会に関係条例の改正議案を提出予定ということでございます。その一つ

に、家畜保健衛生所の再編が含まれておりまして、具体的には本町の高南家畜保健衛生所

など４本所３支所体制を２本所５支所体制に再編することとなります。 

 これによりまして、高南家畜保健衛生所は四万十市に置く西部家畜保健衛生所の高南支

所となり、現行の８名体制から４名体制にと人員は縮小されますが、基本的な診療業務や
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防疫・衛生業務はこれまでどおりの機能を維持し、畜産振興業務については本所扱いとな

るようでございます。 

 畜産の町を標榜してきた本町としては、まことに残念な措置と言わざるを得ませんが、

県の財政事情を考えればやむを得ないことかとも考えられるところでございまして、今後

は畜産農家が安心して畜産経営ができるよう機能の充実等を要望してまいりたいと思いま

す。 

 以上をもちまして私からの行政報告を終わります。議員の皆様並びに町民の皆様の一層

のご理解、ご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（弘瀬則彦君） これで行政報告を終わります。 

 これより議案を順次提案してまいります。 

 日程第５ 議案第１５５号から日程第２２ 議案第１６７号までの１８議案を提案採決

後、日程第２３ 議案第１６８号から日程第３４ 議案第１７９号までの１２議案につき

ましては提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日を予定しております。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第５ 議案第１５０号人権擁護委員の推薦についてを議題と

します。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 前田町長。 

○町長（前田哲生君） それでは、議案第１５０号人権擁護委員の推薦について提案の理

由を申し上げます。 

 本議案につきましては、人権擁護委員岡部博氏の任期満了に伴う後任者につきまして、

高知地方法務局長からの推薦依頼に対するものでございまして、四万十町東川角の甲２５

４番地、八木千春氏を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会

の意見を求めようとするものでございます。 

 八木氏は、昭和４１年３月に高知市立高知商業高等学校を卒業後、昭和４２年１月に旧

窪川町役場に就職され、長年公務員として精励、模範職員とたたえられ、平成１８年３月

末をもって退職されました。 

 八木氏は、地域の活動を積極的かつ堅実に行っていることから、地域の人々の信頼は厚

く、人権擁護委員として最適任であると考えております。よろしくお願いを申し上げま

す。 
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○議長（弘瀬則彦君） 提案理由の説明が終わりました。 

 ただいまより議案精査・研究のため、１０時１０分まで休憩をします。 

            午前 ９時５７分 休憩 

            午前１０時１０分 再開 

○議長（弘瀬則彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 本議案につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご

異議ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 異議なしと認めます。 

 これより議案第１５０号人権擁護委員の推薦についてを採決します。この表決は起立に

より行います。 

 四万十町東川角甲２５４番地、八木千春君を適任とする意見の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（弘瀬則彦君） 起立全員でございます。したがって、八木千春君を適任とするこ

とに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第６ 議案第１５１号男女共同参画計画審議会条例につい

て、日程第７ 議案第１５２号収入役の事務を助役に兼掌させる条例を廃止する条例につ

いて、日程第８ 議案第１５３号四万十町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部を改

正する条例について、日程第９ 議案第１５４号四万十町税条例及び四万十町国民健康保

険診療所条例の一部を改正する条例について、以上議案第１５１号から議案第１５４号ま

での４議案を一括議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 前田町長。 

○町長（前田哲生君） それでは、提案理由のご説明をさせていただきます。 

 議案第１５１号四万十町男女共同参画計画審議会条例について提案理由を申し上げま

す。 

 本議案につきましては、少子・高齢化の進行や経済の成熟化など、変化する社会情勢に

対応し、元気で明るく、優しさ、ぬくもりのある安全・安心のみんな生き生きとした四万

- 13 - 



十町を構築するため、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかか

わりなくその個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は緊要の

課題であると考えております。 

 そこで、本町の男女共同参画社会の形成を促進するために、男女共同参画社会基本法に

基づき策定いたします四万十町男女共同参画計画をご審議いただくため、地方自治法第１

３８条の４第３項の規定に基づきまして四万十町男女共同参画計画審議会を設置しようと

するものでございます。 

 続きまして、議案第１５２号収入役の事務を助役に兼掌させる条例を廃止する条例につ

いてご説明申し上げます。 

 本議案につきましては、平成１８年６月に公布された地方自治法の一部を改正する法律

のうち、平成１９年４月１日から施行される改正に伴うものでございます。 

 今回の自治法の改正のうち、４月１日から施行される内容につきましては、市町村の助

役にかえて市町村に副市町村長を置くものとされたこと。副知事及び副市町村長の定数は

条例で定めるものとされたこと。副知事及び副市町村長の職務として、普通地方公共団体

の長の命を受け政策及び企画をつかさどること、並びに普通地方公共団体の長の権限に属

する一部の事務について委任を受け事務を執行することを追加することとされたこと。出

納長及び収入役を廃止し、普通地方公共団体に会計管理者を置くものとされたこと。普通

地方公共団体の吏員とその他の職員の区分並びに事務吏員及び技術吏員の区分を廃止した

こと等となっております。 

 今回の自治法改正につきましては、現在の地方公共団体の長を支える体制は、明治２１

年に制定された市制・町村制における助役・収入役制度を原形として今日まで維持されて

きたと考えられ、この間地方公共団体の規模、その所管する行政分野や事務事業は大幅に

拡大し、また地方分権改革により地方公共団体の役割と責任が広がっており、組織運営面

における自主性、自立性の一層の拡大を図る必要があり、地方公共団体における現状を見

ると、多くの都道府県において複数副知事制を採用しており、収入役を置かないこととす

る市町村が増加傾向にあります。 

 また、出納事務の電算課等が進む中で、本来の職務である会計事務とは直接関係のない

事務を担当しているという実態も見受けられます。また、地方公共団体には長の補助機関

として吏員その他の職員を置くこととされ、吏員は事務吏員と技術吏員に区分されてお

り、これらの区分は明治憲法下の官公吏制度に由来するものであり、吏員とその他の職員
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は地方公務員制度上は区別されていないほか、事務の複雑多様化により事務と技術が明確

に分けられなくなっております。 

 このような背景と現状を考え、長の補助機関のあり方について、各地方公共団体がみず

からの判断で適切なトップマネジメント体制を構築できるように改正を行ったものであり

ます。 

 本町におきましては、本条例によりまして、収入役を置かず、助役をしてその事務を兼

掌しているところでございますが、自治法の改正により収入役制度が廃止され、収入役の

事務については新たに一般職の会計管理者が行うこととなりますため、本条例については

廃止を行うものでございます。 

 続きまして、議案第１５３号四万十町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正

する条例について提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案につきましても、議案第１５２号と同じく、地方自治法の一部を改正する法律が

平成１９年４月１日に施行されることに伴う条例改正であります。 

 改正の内容につきましては、改正地方自治法第１６１条第１項の規定により、市町村の

助役にかえて市町村に副町長を置くものとされたこと。また、附則第２条の規定により、

施行時点で助役である者は副町長として選任されたものとみなされていることに伴いまし

て、「助役」の語を使用している条例につきまして「副町長」に語句の改正を行うもので

ございます。 

 次に、議案第１５４号四万十町税条例及び四万十町国民健康保険診療所条例の一部を改

正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案につきましても、議案第１５２号と同じく、地方自治法の一部を改正する法律が

平成１９年４月１日に施行されることに伴う条例改正であります。 

 改正の内容につきましては、改正地方自治法第１７２条第１項の規定により、普通地方

公共団体の吏員とその他の職員の区分並びに事務吏員及び技術吏員の区分を廃止したこと

に伴いまして、「吏員」の語を使用している条例について「職員」に語句の改正を行うも

のでございます。 

 以上、議案第１５１号から１５４号までの４議案につきまして一括して提案理由のご説

明を申し上げましたが、ご審議の上、ご決定賜りますようにお願いを申し上げます。 

○議長（弘瀬則彦君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより議案第１５１号から議案第１５４号までについて質疑を行います。 
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 質疑はございませんか。 

 ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） 議案第１５１号につきまして質問いたします。 

 男女共同参画計画審議会条例についてですが、ちょっとわかりませんので聞きますが、

本来四万十町男女共同参画条例がもとにあって、大きな町の憲法があって、それに基づい

てその参画の計画をつくっていくということが本来の形ではないかと思うわけですが、今

回の参画計画を策定していくための多分審議会だと思うわけですが、そのあたりの兼ね合

わせはどう考えているのか。今、各町村で参画条例をつくってますよね。大きな町の憲法

ですけど、参画社会をどうつくっていくかという大きな憲法があって、それに基づいて参

画計画をつくっていくわけですが、そういう手順を踏むべきではないかと思うわけです

が、その点。 

 また、審議会のメンバーですが、計１２名とありますが、もちろん女性団体に属する方

が３名ということで出ておりますけど、当然ここの中での男女の構成も問われると思うわ

けですが、その点どう考えておられるかお聞きします。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 今回は四万十町の男女共同参画計画を早急に策定しなくてはいけないと思うわけです

が、国の男女共同参画社会基本法に基づきまして、今回町村において男女共同参画計画と

いうことをまず策定をしたいと思います。その中で、今言われるような男女共同参画の条

例をかちっとつくっていくということで考えていただいたらどうかと思いますが。 

 それと、人員でございますけども、計画の中で、できるならば男女の比率を半分ずつと

いうような形で考えております。特に女性団体の方は最近活発に動いてもらっております

ので、そこらあたりも十分留意しながらメンバーを構成していきたいと、そのように考え

ておりますのでよろしくお願いをいたします。 

○議長（弘瀬則彦君） ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） 本来なら、大きな憲法があって、どういう男女共同参画の社会

を、まちづくりをしていくとかという大きな条例があって、計画というのはそれに基づい

て細かく具体的な計画が出てくるわけで、本来条例が先ではないかと思うわけですが、そ

の点どうでしょう。計画の中で、審議会の中で、じゃあそういう条例をつくっていくとい

うふうな審議をしていくのか。妙に後先ではないかと思うわけですが、どうですか。 
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○議長（弘瀬則彦君） 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） 田邊議員さんのご質問にお答えをいたしたいと思います。 

 田邊議員さんがおっしゃられることもよく理解できます。まず条例があって、条例の中

で四万十町は男女共同参画計画というものを策定していくんだよというふうな施策の方向

性を条例の中で示していく、規定をすると。そして、それに基づいて計画づくりを進めて

いくというのも一つの手法だというふうには考えられます。 

 ただ、今回の場合は、国の男女共同参画社会基本法の中で、市町村あるいは都道府県に

条例をつくることは義務づけられてはいないんですけども、市町村は男女共同参画社会計

画を定めるように努めなければならないと。その計画の中で施策の方向性というものを定

めなさいということになっております。 

 ですから、今回の場合はこの審議会で男女共同参画計画というものを審議をしていただ

くわけなんですが、その中で四万十町はそういった基本条例を持つべきだと、つくるべき

だというふうなご意見がまとまって出されましたならば、それを受けて、じゃあまたどう

いう条例をつくったら適当なのかというまた別の住民の方々の意見も反映する形の、例え

ば審議会とかというふうな形のものを設置をして、条例化すべきであれば条例化していく

というふうな手法を考えていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） ここが所管が町民環境課ですので、当然この審議会の中に原案

を出すのはここで練っての審議会への提案になろうかと思うんですけど。そこで、今助役

の答弁ありましたが、執行部の考え次第で、じゃあその条例をつくっていくのかどうかと

いう姿勢が出るかどうかということは一つのポイントになると思うわけですが、今の助役

の答弁では、そういう方向でも考えていきたいということでありましたが、計画と条例で

は大きな違いがあるわけですね。町の憲法ですので、男女共同参画の社会をつくっていく

というそういう四万十町の大きな条例をつくっていく、憲法をつくっていくということは

していかなきゃいけないと私は思っておりますが、その点再度、今助役が言われました

が、そういった条例をこの審議会の中につくっていくような方向で出していくのか、その

姿勢をお聞きします。 

○議長（弘瀬則彦君） 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） 田邊議員さんのご指摘、ご意見も踏まえまして、原案づくりの中

- 17 - 



でも検討はしてまいりたいというふうに考えております。 

 また、審議会は、条例案の第２条にもありますとおり、審議会の役割としては、諮問に

応じて答申をするという役割と、もう一つは建議をすると、審議会として別に諮問がない

事項についても建議をすることができるようになっておりますので、そういった点も含め

て、この男女共同参画計画を策定をする段階で、審議会の意見も聞きながら対応してまい

りたいというふうに考えております。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） 私も１５１号についてお伺いしたいと思ってましたが、今田邊

客子議員からも質問があったように、執行部の苦しい答弁を聞いておって、本当に男女共

同参画社会を目指す計画を執行部としてどう考えてるのか私もイメージできませんが、当

然既に基本法ができてから７年余りが経過したと。そういう中で、今回この審議会の条例

を提案をされたわけですが、２条に書かれてありますように、要するに町長が諮問を行う

わけですね。また、それに基づいて審議会が答申と、または建議をするという建前になっ

てるわけですが、本来は男女共同参画計画を四万十町の総合計画等にも、当然行政として

のどういう男女共同参画をするのかというのがこれは入ってこなきゃならんわけで、非常

にこういうことが遅いなと思うわけですが。 

 じゃあ、具体的に四万十町で共同参画をするための計画をどのような骨子で諮問をする

のかということがないと、恐らく白紙の状態で審議会に諮問するわけじゃないと思うがで

すね。町としては、今甲把助役からもあったように、じゃあ条例をつくるかどうなるかも

検討するんだというふうな答弁もあったわけですが、基本的にじゃあどういう計画を町長

が四万十町の男女共同参画をするために、どういった行政として町民に男女の共同参画を

どういう部門で、どういった形でということがこの審議会の条例では見えてこんわけです

が、町長はどういう諮問を審議会にされようとし、またどういう四万十町で生かしていく

のかというのが見えてきませんが、そこら辺の思いといいますかね。法律が１１年にでき

たから地方公共団体は努めなければならないということになってますので出してきたの

か、やはり町長の思いがあって、どういう例えば行政の中で役割を男女共同に参画しても

らうかというのが、どんなか一切見えてきませんので、どんな計画を立てろうとするんで

しょうかね、その点まずお伺いしたいと思います。 

○議長（弘瀬則彦君） 前田町長。 

○町長（前田哲生君） 審議会に対する諮問の形としては、四万十町において男女共同参
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画が実現できるような仕組みづくり、その計画をお願いしたいということになろうかと思

います。これまでいろんな審議会等でも、行政がすべてその答申案みたいなものを仕上げ

てというやり方もございましたけれども、私は審議会が主体的にもとからつくり上げてい

ただくという手法がいいのではないかなと。目的は、先ほど冒頭申し上げたとおりでござ

いまして、そういう形でもって審議会では計画づくりを進めていただきたいというふうに

思っております。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 町長に答えていただきましたけれども、先ほど町長の方

から提案理由を述べたように、やはり男女参画の中で、元気で明るく、優しい、ぬくもり

のある安全・安心の地域づくりのために男女がどういうふうな役割を持つかということ

で、現在２，０００名に対してのアンケートをとりました。そういう中で、それぞれの内

容に基づきまして今後計画案を策定していかなくてはなりません。その中を受けまして、

町長の方にこの町での男女参画のあり方というのはこういう方向でいったらどうなのかと

いうふうなことで提案していきたい、そのように考えております。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） 今、町長から答弁いただいたり、また担当課長からも答弁いた

だいたわけですが、言葉では男女共同参画ということになってますけど、いかに、やはり

目的は、女性が過去の歴史の中で、ある面男性よりも女性が軽視をされてきた経過もある

中で、女性がどういう行政の中で、また四万十町全体の中でどういう役割を担ってもらう

かという大事な計画づくりになるというふうに思うわけですね。 

 １つは、この条例の中で、最後の、いわゆる条例の廃止がこの附則の中でもうたわれて

ますが、どれくらいの時間をかけてこの男女共同参画策定の答申をいただくような計画な

のか。例えば１年もかけてやるのか、それとも短期間の中で集中審議をしていただいて、

これをもとに総合振興計画の中身にも加えていくんだと、そういう中でのこの審議会の条

例なのかどうなのか、そこらの期間をどう考えられているのか。 

 それと、具体的に、例えば四万十町の中でそれなりの企業があったりする中で、女性の

雇用なども含めて行政がお願いするもの、行政が女性の社会進出をみずからが行おうとす

るもの、そういったいろんな考え方があろうかと思うわけですが、そこら辺の具体的にじ

ゃあどんなこの計画の中身になっていくのかなというのが一切この条例だけ見るとわから

ん内容ながですね。言葉はわかるがですよ。その意味するところはわかるけれども、じゃ
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あ具体的に殊さら審議会をつくって、どういう男女共同参画を形成しようとするのかとい

う、そこらもう少し執行部なりの計画が見えてくる方が、私どもも、あ、そういう審議会

をつくるのかということになるかと思うがですが、もうちょっと内部でこの審議会、どう

いう形で諮問するやとかという協議はなされてないがでしょうかね。その点お願いしま

す。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 先ほど、今の議員にお答えいたします。 

 実際に期間としては３月まで、長々ということも余り、ほんなら長くやればどうこうと

いうことではないと思いますので、今来ておるアンケートを受けまして、３月いっぱいま

でにはある程度の考え方をもう出していきたいということと、それと現在、先ほどもちら

りと私の方で言いましたけれども、最近においては十和のおかみさん市ですかね、それか

ら美人の会とか、いろいろな形で地域に貢献してくれてる女性団体もあります。その中に

は、おかみさん市のように収益も上げているところもありますので、そういう方々にも中

に入っていただいて、目に見えた形で男女参画がなされるような形を出していきたいと。

十和村の方にも、男性の方で子育てをして奥さんが働いていると、そういう形の家庭もあ

ります。そういうことも含めまして、今後の男女がどういうふうに役割分担をするのかと

いうことが、そういうことをまた行政がどういうふうに支援ができるのかということを話

をできる形にしていけばいいのではないかと、今のところはそのように考えております。 

 まだアンケートについてのまとめが十分でありませんので、方針的に今からもう少しわ

かりやすく話せるような形をつくっていきたい、そのように思います。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） 今、担当課長から答弁いただいたように、それぞれの地域で男

女を問わずそれぞれ任意の団体が、特に今例に挙げられたおかみさん市、美人の会という

のは女性ながですね。これは男女共同ですので、何ちゃ女性だけに限ってそういうことは

ないがですが、それぞれの四万十町全域の中でそれぞれの任意の団体が地域の活性のた

め、また町の活性化のためにそれなりの役割を担っている方々がたくさんおられるわけで

すよ。そういったものをやはり審議会の中で十分そこら辺を掘り起こしして、行政として

支援できること、また地域としてそういった任意の団体にやってもらいたいこと、そうい

ったやはり四万十町をそういった形で底辺から支えてもらう団体なんかを育成していくよ

うな、男女がともに、また女性も含めていいでしょう、いろんな任意団体があるでしょ
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う。そういった前向きな具体的なものの計画を審議会の中で練ってもらうというようなこ

とを最初に提案されればわかるわけですが、何かぽんと基本法ができたからいうて、１１

年に、自治体は努めなければならないからというようなことではなくて、やっぱりもう少

し振興計画も含めて、こういう町としては男女共同参画の具体例をつくっていきたいとい

うような提案をしていただければ非常に私どもももよかったのですが、だんだんそういう

形で答弁いただきましたので、大体のことはわかりましたが、どうかいい審議会であって

ほしいなと、またいい答申をいただけたらなというふうに思って、質問を終わります。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかにございませんか。 

 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） お答えしようと思いますが、男女共同参画社会の形成についての

四万十町の基本的な考え方は、新町建設計画の中に基本の部分が示されておるわけでござ

います。私も今思い出しましたんですけれども、旧の大正の健康管理センターでやりまし

た策定委員会で、ジェンダーフリーの扱いについて熱い議論が交わされたことを今思い出

したわけですが、その部分が基本になります。今回は、それについて見直しするところが

あれば当然見直しもしていただくわけでございますが、町長が申し上げましたとおり、四

万十町における男女共同参画社会を形成していくための具体的には施策いかんという形で

審議会では議論を進めていきたいし、いっていただきたいというふうに考えておるところ

でございます。 

○議長（弘瀬則彦君） ２０番酒井君。 

○２０番（酒井祥成君） 私は討論みたいな形になりますが、賛成というような形で言い

ますけれども、大体この男女共同参画そのものが審議会も含めて出るのが遅過ぎたという

ふうに私は思っております。これはいわば山口県の宇部市ですか、男女共同参画「ウイズ

ユー」というので、日本では最初に男女共同参画の条例を策定しておると思いますが、こ

の四万十町において、この３カ町村が一体となった男女共同参画ができるということは非

常に大事なことだというふうに思いますので、ぜひともこの設立をしていただきたいと。 

 そしてまた、この中には建議もできるということになっておりますので、十分な内容を

検討していただいて、また条例化を目指して取り組んでいただきたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかにございませんか。 
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 ２６番市川繁君。 

○２６番（市川繁君） １５１号について質問したいんですが、この男女の人権という

ものについては、当然尊重されるべきで、男女の区別なく人間として尊重されるべきだと

思います。ところが、やはり男女の特性というものもありますし、適材適所という言葉も

あるわけなんですね。例えば、現在の町会議員にしても、あるいは区長会の構成メンバー

にしても、男女の区別は全然設けてなくて、やりたい者は立候補して多数の賛同者が得ら

れたらその資格を得るということで、大方は男女の区別なく自治体といいますか、これが

運営されていると思うんですよ。ところが、この中では、この説明の中で、男女共同参画

社会の実現が緊要の課題と、非常に急ぐ課題であるというように言われておるんですが、

この四万十町において具体的に男女共同参画社会となってないところはどういうところか

と。どうも私ぼやっとしてわからんのですがね。そこがまず１点。 

 もう一つは、先ほども言いましたように、男女の特性が動物的な、肉体的な特性という

ものがあって、例えば非常に重労働でありますとかいったものは、やはり女性がやるとい

うこともなかなか困難な問題もあると思うんですが、共同参画社会というのは、要するに

目指しておるのはですよ、あなたたちが目指しておるのは、１０人おれば半分は男であ

り、半分は女でなけりゃならんかと、そういうことを目指しているのかと。私は、そうい

うことではなくて、適材適所だと、あるいは多くの人たちから支持された人がやるべきこ

とではなかろうかと、そう思うんです。別段この条例、審議会つくることについて反対す

るわけじゃありませんけれど、この共同参画ということについての基本的な面での質問に

なりますが、お答えしていただきたいと思います。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 議員にお答えします。 

 今言われました、どこを指してどうこうということではないんですが、総論的に男女共

同参画ができてないという流れがあろうかとは思います。例えば、そうは言いましても、

最近のダンプカーを見ましても女性の方も参加していますし、当然今までやったらそうい

うことはなかったとも思いますけれども、そういうふうに、この男女参画と言われまして

も、７年になるんですかね、それからずっと参画の方は大分できてきているんじゃないか

とは思うんですが、まだまだ十分でない。反面、最近の女性の進出も際立って出てきてお

ります。そういう中で、もう一回、再度今の現状をとらまえて、それを男女共同参画の計

画としていくというふうな形では考えております。 
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○議長（弘瀬則彦君） 前田町長。 

○町長（前田哲生君） どういう場面において男女共同参画が実現をされてないのかとい

うご質問がございましたけれども、具体事例を挙げてはなかなか申し上げにくいかと思い

ますが、例えば女性の雇用等において非常にパート的な労働に従事をしている、そういう

現実はあろうかと思います。また、家庭におきましても、私もどっちかというとそうです

けんど、家内は炊事洗濯、食事をつくってもろうたらええ、そんな古い観念があります

が、意識の面においても、また現実の家庭生活の場面においても、やっぱりそういうこと

が現実ありやしないかなと。農業がベースですけども、家族協定というのが部分的に町内

でも締結をされて、例えば家庭内における夫婦の役割分担、それから収益の配分であると

か、そういうようなことも徐々に進みつつありますけれども。今、わずか２例だけしか申

し上げませんでしたけれども、いろんな場面において、あるいは例えばこの役場の中で

も、どちらかといえば女性職員は補助的な仕事についてるケースが多い。これも現実では

ないかなというふうに思います。 

 ただ、超えられない男女の特性というものがあるわけですから、現実問題として男女の

比率は半々であるとはいえ、それをすべからくすべて同一にしていくということは、これ

は実態にそぐわないことでもあるし、それぞれ男女の特性というものも生かした適職なり

そういうものもあろうと思います。そこは十分審議会でも分析をしていただきながら、そ

れぞれがどういう役割を分かち合えるのかと、あるいは共同参画を促進をするための仕組

みづくりはどうあるべきか、それについてぜひ前向きの審議をいただきたいというふうに

思っております。 

○議長（弘瀬則彦君） ２６番市川繁君。 

○２６番（市川繁君） 役場の職員の関係がちらっと出たわけですけれども、これは町

長が結局人事権を持っておるわけですから、補助的な仕事にようけ女性をつけるとかとい

ったようなことは、これは当然あるべきではないし、その能力を見て適材適所に配置する

というのが町長の役割じゃないですか。これは共同参画の社会の条例のどうのこうのと言

う前に、人事を行う者としての務めではなかろうかと私は思うんですよ。 

 それはそれとして、全般的に見て最近女性の方がむしろ社会に進出しておると。いろん

なボランティアの面でもそう、先ほども出ておったこともそうですけれども、旧窪川町内

でも弁当づくりとか、あるいは昼食を配ったりするとかというようなことはほとんど女

性。あるいはまた、山岳をドライブしても、いろいろ遊びに行っても、ビヤガーデン行っ
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ても７割が女性。むしろ、最近高齢者の男性が引っ込み過ぎておりはしないかと、私はそ

ういうふうに考えるわけですが。 

 要するに、行政の中で共同参画を図らなければならん緊急のものがあるかないかと、こ

う聞いたときに、どうもそれが具体的に出てこないわけですが、結局は法律ができたか

ら、それに従ってつくっておかないかんだろうというようなことではなかろうかと、こう

思うんですが、その点ちょっともう一度、何かどうしてもやらなければならんという具体

的なものがあるかということを聞きたい。もう一度お答え願いたい。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 議員にお答えします。 

 先ほども少し触れましたけども、もう男女共同参画という言葉が出始めまして随分たっ

ておりまして、現在、議員言われるとおり、女性の方が多いと思います、僕も。いろんな

面で、ボランティア関係なんかは女性の方が多いがですよ。それと、おかみさん市に象徴

するように、地域の農業を支えを女性がしておると、大変そのように感じます。それがゆ

えになおのこと、男女の今の状況も把握しながら、逆に男性側にハッパをかけることも出

てくるでしょうし、そういうことを今回の中でははっきりしてくるんじゃないかと、その

ように考えております。それを受けて、行政側もどうあるべきかと、こういうことで、こ

うしたらいいんじゃないかというような案を提案しながらいってはどうかと考えておりま

す。よろしくお願いします。 

○議長（弘瀬則彦君） ２６番市川繁君。 

○２６番（市川繁君） 私、特に反対するわけじゃないですが、この審議会の中では、

ただ単に、１０人おれば半分は男、半分は女というようなことではなくて、いわゆる動物

的、肉体的な特性あるいは適材といいますか、その人の能力、役割、こういったものを十

分踏まえて、いわゆる能力のある者が社会に進出できるような形で自治体というものが構

成できるように、そういう面での審議をしてもらいたいと思います。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ２３番牧野利惠子君。 

○２３番（牧野利惠子君） 私、本当にこの男女共同参画計画審議会条例に賛成の立場と

いうことで意見を述べさせていただきますが、先ほど甲把助役が言われましたように、合

併協議会の中で熱い議論を闘わせた一人でございます。今、市川議員の方からも、ただ審
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議会の条例をつくるだけでもこれだけの意見が出るということは、いかに男女共同参画と

いうことに対して、それはさまざまな男性にも女性にも複雑な思いがあるということを本

当にこれだけのことでもこれだけ時間を割くということでは、大変皆さんが関心を寄せら

れていることだと思いますが、ただこれを来年３月末という、そういうふうに期限を切ら

れるのかどうか。というのは、かなりこれは時間がかかると思います。前回の協議会で

も、本当に丸一日かかってもまだ結論が出ないというところまでいきましたので、その点

ぜひ審議会になられた委員さんの皆さんには十分な、本当に今市川課長が先ほど言われた

ように、審議会の中で十分に練っていただくということで、できましたら、もうこれは期

間がこれだけですよというふうな執行部側としたらそういうふうに最初から枠を決めない

でいただきたいと思いますが、その点についていかがでしょうか。 

○議長（弘瀬則彦君） 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） お答えしたいと思います。 

 条例の附則の２項で、この条例は計画が策定された日をもって効力を失うという条例の

失効規定を掲げておるわけでして、先ほど担当課長の方は年度内という時期をお示しした

わけでありますが、これは当然担当課長としての目標でありまして、終期ありきでやっつ

けるというふうなものでは当然ないというふうに思っておりますので、審議会での議論の

行方を注視をしながら、そういった点についても適切な判断をしてまいりたいというふう

に思います。 

 また、だんだんの議員さんが男女共同参画社会についてのご意見、お考えを出されてお

りましたが、まさにそれらが男女共同参画社会の基本的な理念であろうかというふうに思

っておりますので、今回策定する計画はそういった理念についてもきちっと明らかにし、

そして新町建設計画の中で示されております基本的な方向性を踏まえて、実施計画的なも

のも含めた検討をお願いをしたいというふうに考えております。またよろしくお願いしま

す。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかにございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑がないようでございますので、これで質疑を終わりま

す。 

 これより議案第１５１号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 
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            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５１号男女共同参画計画審議会条例についてを採決します。この表決

は挙手により行います。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手多数でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１５２号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５２号収入役の事務を助役に兼掌させる条例を廃止する条例について

を採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１５３号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５３号四万十町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する

条例についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ
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れました。 

 これより議案第１５４号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５４号四万十町税条例及び四万十町国民健康保険診療所条例の一部を

改正する条例についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 １１時１０分まで休憩をします。 

            午前１１時００分 休憩 

            午前１１時１２分 再開 

○議長（弘瀬則彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第１０ 議案第１５５号四万十町特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、日程第１１ 議案第

１５６号四万十町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、日程

第１２ 議案第１５７号四万十町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、日

程第１３ 議案第１５８号四万十町母子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条

例について、以上議案第１５５号から議案第１５８号までの４議案を一括議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 前田町長。 

○町長（前田哲生君） それでは、まず議案第１５５号四万十町特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について提案理由のご説明を

申し上げます。 

 初めに、行政区長の報酬についてご説明申し上げます。 

 この件につきましては、合併協議会におきまして鋭意検討されたところでございまし

- 27 - 



て、その協議経過につきましては、行政区長の報酬については、その職が暦年で選任され

ており、四万十町発足時の報酬改定となると年度途中での変更となることから、報酬改定

は１８年度じゅうに新町で調整し、１９年度から実施する旨の行政区行政連絡機構の取り

扱いを決定しました。 

 その内容は、１つには、行政区については、平成１８年度中は現行どおりとする。総代

は区長とし、旧３町村の調整連絡機構は新町に引き継ぎ、四万十町区長連絡会を新たに組

織する。 

 ２点目は、委託料及び報酬については、平成１８年度じゅうは現行のとおりとし、平成

１９年１月から統一する方向で、区長連絡会を交えて新町で調整するということになって

おったところでございます。 

 この決定を踏まえ、四万十町区長連絡会において協議を行い、意見具申として取りまと

められましたことをもとに今回の改正案を作成したところでございまして、改正内容につ

きましては、現行の窪川・大正・十和地区それぞれで定められている報酬額を、基本割に

ついては年額１万円、世帯数割については１世帯当たり年額１，２００円に改定し、統一

するものでございます。 

 また、行政区長会会長につきましては、窪川地区のみにあった区長連絡協議会を廃止

し、新たに四万十町区長連絡会委員として年額報酬５万円を支給するものでございます。 

 次に、交通安全指導員報酬についてでございます。 

 この件につきましても、合併協議会におきまして検討されたところでございますが、や

はり旧３町村の報酬の差異が大きいこと等を踏まえ、新町発足後改めて検討することを決

定しておりましたので、関係者の協議や他市町村の状況等を踏まえ、今回統一した報酬額

を決定しようとするものでございます。 

 金額につきましては、年額報酬として５万円、出務報酬として１日１，５００円としよ

うとするものでございます。 

 なお、本件につきましては、四万十町特別職報酬等審議会に諮問し、審議をいただきま

した結果、適当である旨の決定をいただいているものでございます。 

 次に、議案第１５６号四万十町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

についてでございます。 

 本案につきましては、一般職の職員の旅費のうち、車賃の支給規定につきまして改正を

行おうとするものでございまして、原則として、路程に応じた一定定期線交通機関の旅客

- 28 - 



運賃により支給されることとしておりました第６条第５項の規定を、実費または１キロメ

ートル当たりの定額により支給するよう改正するものでございます。 

 なお、一般職の職員の車賃につきましては、第１７条の規定によりまして、従前から自

家用車を使用する場合は１キロメートル当たり２５円を支給しておりますが、本条例が非

常勤の特別職の費用弁償の支給等に準用されておりますことから、自家用車を使用する場

合の車賃支給について明確に規定しようとするものでございまして、第６条第５項及び第

１表の改正によりまして、車賃は実費または１キロメートル当たり２５円を支給するよう

改正するものでございます。 

 続きまして、議案第１５７号四万十町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

てご説明を申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、国保税額の端数計算に関することでございますが、本

町の国保税の納期限が通常８期となっております。各納期限の税額の計算につきまして

は、年税額を納期の回数で除するわけでございますが、その際、２期目以降の１，０００

円未満の端数はすべて最初の納期限に合算されることになっております。この方法で一律

に計算をいたしますと、年税額によりましては１期目に税額が集中することがあり、低所

得者層にとりましては納付に困難を伴う場合が発生をいたしております。したがいまし

て、現行の１，０００円未満の部分を１００円未満に改めることにより、各納期限の税額

の平準化を図るものでございます。 

 次に、議案第１５８号四万十町母子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

についてご説明申し上げます。 

 本議案につきましては、国民健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、保険診

療と保険外診療の位置づけを明確にするとともに、患者のニーズの多様化に対応するた

め、従来の特定療養費が廃止され、保険外併用療養費として支給されることになったため

に、文言を改めるものでございます。 

 以上、議案第１５５号から１５８号までの４議案につき一括して提案理由のご説明を申

し上げましたが、よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（弘瀬則彦君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより議案第１５５号から議案第１５８号までについて質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 １７番秋田昇君。 
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○１７番（秋田 昇君） １５５号についてお尋ねしておきたいと思います。 

 この関係については、今提案にあったように、区長会で意見として、そういったものを

受けた上で決定をしてきたと解釈するわけですが、まだ現在も非常に厳しい反対意見もあ

ちこちで出ておるわけですが、そこのあたりは一定合意の上で決定をされたと判断してい

いでしょうか。まず、その点。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） １７番議員さんの質問にお答えいたします。 

 この区長報酬については非常に旧３町村の差異があったということで、合併協議会の中

でもいろいろ調整がございました。そういうことで、先ほどの提案説明でもしたように、

区長連絡会を交えて新町で調整するということで、区長連絡会と、一番最初に５月に第１

回目の区長連絡会開きまして、都合６回、小委員会も含めて検討いたしました。そういっ

たことで、区長連絡会としての調整案を取りまとめて町長に報告を意見具申という形でし

たところです。そういったところで、区長連絡会としては、差異はいろいろある中で、安

定的にそこらが移行できるようにということで、特例措置も設けつつ報酬額についてはこ

の額で定めたところでございます。その後、窪川地区におきます区長会が３カ所ぐらいご

ざいました。そこでも説明をし、一定の理解はいただけたかなというふうに思ってます

し、大正地区の車座談議の席上でもこの区長報酬についてのいろいろ意見がございまし

た。その場においても、この調整した経過等について説明し、一定の理解は得たものとい

うふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） １７番秋田昇君。 

○１７番（秋田 昇君） いろいろ協議をし、意見を聞きながら調整をしてきたというこ

とですが、自分たちから見ましても、やはり区長の中にも行政区長としての役割、それか

ら地域区長としての役割、これは当然異なるわけで、一定行革の中でもこういったことを

さび分けして地域で対応してくださいよと、そういう含みがあることは十分わかるわけで

すね。ただ、余りにも調整幅が大き過ぎるということで、非常に異論も出ておるわけです

よね。 

 現在、一部区長さんからもいろいろな話を聞く中では、もうここまで一気に削減をする

んであれば、もう町からの報酬は要らないんだと。だから、行政区長としての役割はもう

町の方で担ってもらってほしいというような声も一部あるわけですよ。いろいろ区長連絡
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会等の協議の中で、どういうメンバーさんが加わっておったのかわかりませんが、私の聞

く中では、やはりそういった協議に加わっておったんじゃないかなと、私の感じですけれ

ども、思われる人からもこういった異論がまだいまだにくすぶっておるわけですよ。 

 そういったことで、やはりそもそも僕が考えるに、総代会、総代制度ですよね、窪川地

区の、私もその役割というか、中身が十分承知できてなかったわけですが、今回いろいろ

聞いてみますと、窪川の総代制度そのものと大正・十和地区の区長制度そのもののあり

方、中身、かなり開きがあるように思うんですよ。極端に言えば、１戸の建物、例えば寮

とか、そういう中に１人の総代さんがいる。極端な例は、２戸の中に１人の総代さんがい

ると。そういうところと１集落単位を取りまとめている区長さん、その中身が余りにも違

い過ぎるんでね、かなりこの調整には無理があるんじゃないかと私は思うわけですが、一

定理解のもとでのこういった調整ということであれば、もう私がどうこう言うべき筋では

ないと思いますけれども、かなり行政区長としての役割はもういいんだから、町の方でや

ってくださいやというようなケースも想定されると思うんですが、そういったことは考え

る必要はないですか。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 確かにこの調整の中ではいろんな意見がございました。３町

村の地区の規模の違いというものも非常にございます。議員おっしゃるように、職域での

地区を設定しているとこもございますし、それから、ある意味では５つの多くの地区を集

合したような広い地区もございます。そういったとこで、地区の規模の違い、それからま

た旧３町村での区長の役割の違い、役割の違いというのは、行政区長としての役割か、村

落共同体としての長といいますかね、そういった意味での区長の役割といったことでの違

いも大いにございました。そこら辺が一番調整する上での困難性もあったわけながですけ

ど、移行に当たっては安定的に移行できるようにということで、区長連絡会の協議の中で

も地区の規模の補正ということで、それも一定加えることができないかとか、それからあ

と激変緩和措置を一定設けていただけないかとかといったような意見もありました。 

 それで、報酬としては、現行の世帯割、基本割を踏襲しつつ、安定的な移行ができるよ

うにということで、地区活動支援事業交付金制度、仮称ですけど、そういった形の中で地

区の活動もできるように、活動に対する助成もできるように、なおかつ地区の行政区長じ

ゃなしに区長の活動といいますかね、行政規模の大きさによっての負担といいますか、費

用弁償といいますか、そこら辺も確保できるような制度も設けてもらいたいとかといった
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ことでの制度も一定素案として取りまとめて、意見具申という形にしたところです。それ

で、現行制度を踏まえて、これからもう一回地区区長連絡会において詳細な制度を煮詰め

ていくような形になっているところです。 

○議長（弘瀬則彦君） １７番秋田昇君。 

○１７番（秋田 昇君） もう経過についてはわかるわけですが、以前にも旧大正町内に

おいて、これから年末、年始めにかけてそれぞれの集落において暮れ会とかいろいろ行わ

れてですよね、新しい地域の役員も決められていく中で、今までの状況の中でも、３月、

４月に入っても区長ができないというような集落もたくさんあってきたわけですよね。そ

れで、非常に集落も本来の形での行政からの文書配布とか、そんなにも非常に支障を来す

というか。それで、そういったところを考えたときに、我々の方、集落の一住民として今

後暮れ会なんかに臨んでいかないかん中で、かなりそこらの新しい区長選任等について相

当難航する、ひょっとしたら区長をようつくらんのじゃないかなというような心配も正直

あるわけですよ。 

 そういう中で、先ほど言ったように、もし最悪の場合には町の方で文書配布とかという

ケースも一定考えられるんじゃないかな。本会議でこういったことを言ってどうかという

思いもあるわけですが、そういう心配もあって、経過を含めて十分に理解されているのか

どうかという点でかなり疑問も残っておりますので、お尋ねをしたところですが、まず理

解を得られていると判断していいんですね。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） この後、１２月の中旬以降ですか、大正地区区長連絡協議

会、十和地区区長連絡協議会がございます。差異が出てくるというのはこの２地区でござ

いますので、その席上でも十分説明をさせて理解をしていただきたいというふうに思って

おります。 

 それで、実際激変緩和措置ということを申したわけながですけど、その率で申します

と、平均ですが、十和地区では１９年度、現行１８年中と比較して１９年中には２３．

５％の減、それから大正地区においては２９．１％の減ということで、一定の激変緩和措

置も設けておるところです。そういった意味では理解していただきたいし、もしそこら辺

で区長さんの選出もできないということで、行政区長の委嘱ができないということになれ

ば、当然ながら重要な行政文書の通知ということについては個別で郵送すると、最悪の場

合、そういった形は当然その措置はとらなければならないというふうには考えておるとこ
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ろです。それで、世帯割は１，２００円ということで算定しておるわけながですけど、そ

れも実際郵便で輸送すればそれ相当の額になりますよということで算定しておりますの

で、そういうふうにならないようには十分説明はしていきたいというふうには考えておる

ところです。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ２２番梶原政利君。 

○２２番（梶原政利君） 私は、議案第１５６号四万十町母子家庭医療費助成に関する条

例の一部を改正する条例について…… 

（「１５８」と呼ぶ者あり） 

 １５８号。この条例ですが、保険診療と保険外診療の一応位置づけを明確にするととも

に、患者のニーズの多様化に対応するため、従来のいわゆる特定医療費が廃止をされ、保

険外併用療養費として支給されることになったということで文言を改めると、こうなって

ますが、この保険外併用療養費、これはいわゆる混合診療ということになろうかと思いま

す。いわゆる、負担が母子家庭にふえる。保険外診療というのは、保険のきかない診療科

目がふえてくる。いわゆる、薬とか治療費とか検査費とか、保険外の治療費が増加してく

るという問題が言われています。したがって、今までは眼内レンズとか、それから保険の

きかない診療、治療費はやね、できるだけ保険の中に組み入れて保険のきくというような

形でやってきたわけですが、今回のこの改定で保険外診療、いわゆる特定の診療費、例え

ば今までは、先ほど申しましたように、高度な診療、治療薬とか、それから個室の保険外

とか、そういうものに限って特定をされていたわけですが、それが取っ払われて順次保険

のきかない診療や治療薬が広がっていくという懸念がされているわけでございますが、こ

の母子家庭の医療費助成についてもそれが適用されると、次第に保険のきかない薬や治療

が広がっていくとすれば大変な負担増につながっていくというように思いますので、今ま

での特定療養費とはどういうことを指すのか。それから、保険外併用療養費とは、もっと

具体的に説明をしていただきたいと思います。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） ただいまの２２番議員さんにお答えいたします。 

 先ほども言われたように、議員さんなかなか勉強されておられまして、大体皆さんもわ

かったかと思いますが、特定療養費、現行のといいますか、今までのやつは高度先進医

療、要するに大学なんか１３３カ所が今認定を受けていると思うんですが、そこで１０３
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でしたか、の特定された病気に対してあるものですね。それから、選定医療と、高度先進

医療と選定医療とを足したものが現行の特定療養制度においては特定療養費というふうな

形になっております。それは従来は保険のきかないものと保険のきくものとセットになっ

た場合には、もう保険はききませんよという形になっております。しかしながら、特定療

養費というのは、保険できかないもの、保険できくものを混合してやっていいと。保険き

かしていいですよと。診てもらうのは保険ききますよね。ひょっとしたらその治療の薬は

きかんかもしれません。そういうふうに分けてやっていいよというのが今まででした。 

 ところが、今度、今言われるように新しい制度に変わりまして、保険外併用療養費とい

う形になりました。それは、先ほど言うたように、高度先進医療と選定医療だけを今まで

は見ておりましたけども、今からは必ずしもそうでない先進技術、もう少しレベルの低い

といいますかね、それから国内で認められてない薬とか、そういうのも大きく２つに評価

ができる。将来、保険導入のために使えるもの、頭でもう保険には適用できない、例えば

先ほども言うてくれましたけど、差額ベッド代とか、これは全然保険ききません。そうい

うのをひっくるめた形が保険外併用の療養費ということになろうかと思います。ほんで、

そういうふうな形に名前は変わっておりますけども、どちらにしても母子家庭の方では見

ていいよということになってますので、非常にその場合はマイナスになっていくんじゃな

くて、逆に今までよりは若干間口が広がったというふうな解釈をしております。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ２２番梶原政利君。 

○２２番（梶原政利君） 課長は、もっと間口が広がったというようにお答えですが、今

答弁なされたように、やはり保険のきかない検査や診療や治療薬がどんどん広がっていく

と。政府はそれをねらっての法の改正をやったわけですよね。だから、混合診療というの

は、もし入院しておって、退院する場合に窓口で支払うときに、これは保険でききまし

た、これで保険でききません薬でございましたと、支払う場合にそういうことが起きかね

ないということです。だから、保険のきかない治療や診療や薬がどんどん拡大されていく

という、さっきも申し上げましたように、そういうおそれがあるわけで、おそれどころ

か、それをねらった政府のこの法の改正であったわけで、いわゆる混合診療がこれによっ

て実施をされるということになるので、先ほども申しましたように、母子家庭については

負担増につながると私は考えます。例えば風邪引きで薬をもらいたいと思っても、この薬

は保険にはかかりませんよと、全部全額自己負担ですよということになりかねん法案でし
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た。 

 実際、私は６月議会でこれを質問する予定でしたが、時間切れで質問できざったわけで

すが、私が質問しようとした内容のような形で今回この条例案の提案がされていると。後

にも出てくるようですが、そういうような中身になっておるんじゃないかというように思

います。９月議会で条例の変更をやられました保険外診療の条例案もこれと大体同じでし

た。だから、母子家庭だけでなしにすべての保険が混合診療と言われるこの保険外診療、

特定療養費が保険外併用療養費という形で変えられていっているということじゃないかと

いうように思います。課長の考えとは大分ずれがありますけんど、やっぱり母子家庭、い

わゆる子育て支援をするということなら、こういうような形で条例変更すべきじゃないと

いうように思いますので、私の質問を終わります。 

○議長（弘瀬則彦君） 答弁は要りませんか。 

 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） 健康保険法等の改正にかかわって国会等ではそういった議論、懸

念もあったかと思いますが、今回のこの条例改正案は第２条の第１号と第２号でございま

して、文言どおり読んでいただいたらわかりますように、医療保険各法に規定するという

その特定療養費を保険外併用療養費という形に改めるわけでございますので、四万十町と

してこれをどうこうするような余地はありませんので、そのことについてはご理解をいた

だきたいというふうに思います。 

○議長（弘瀬則彦君） ２２番梶原政利君。 

○２２番（梶原政利君） 助役から答弁ございましたが、しかし文言を変えること自体が

母子家庭の負担をふやすことになる、つながる。いわゆる、子育て支援と言いながら、こ

ういう条例を制定することによって子育て支援が困難になる、医療費の関係で負担がふえ

てくるということになるわけで、四万十町としてこれ変えんいうわけにはいかんというこ

とかもしれませんが、しかし変えることによってそういう痛手をこうむるということを念

頭に置いていただきたいというように思います。答弁は要りません。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 １８番橋本保君。 

○１８番（橋本 保君） 先ほどの秋田議員の質問に関連してですが、１５５号です。 

 先ほどの課長の答弁では、一定の理解を得られていると、年末にかけて十和・大正地域

においてはそういった部分で理解を求めていくというふうな答弁であります。確かに四万
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十町になって大変広大な地域の中で区長の役割というのは非常に大きいものがあるという

ふうに思っております。まして、来年からは議員の数も減って、やはり区長さんの役割は

相当なものがあるというふうに認識をするところです。 

 その中で、私も、先ほどの秋田議員の中にもありましたが、かなり区長さんの中で、十

和・大正の区長さんの中で異論があると。実際、私もこの条例案には反対をしてくれとい

うふうなことも受けて質問をしていくわけでありますが、十和・大正の場合にはそれぞれ

の集落に区長さんがおって、その下に組長さんという形の組織図になっております。そう

いう中で、旧窪川においては総代会、そういう中で、先ほど言われたような小さい受け持

ち区域の中で総代としてやられておるというふうな組織自体が違うわけですね。そういう

中で、すべて一緒にしたようないわゆる議論の中で、果たしてこのことがスムーズに解決

の方向に進んでいくのかどうか、そういったことが１つは疑問があるわけです。つまり、

やっぱり組織の再編をまず慎重に議論をしていくことが重要ではないかなというふうに思

っておりますが、その辺の組織の再編について、いわゆる協議をしてきた経過、そういっ

た部分はどうなんでしょうか。まず、そのことをお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 第２回目の四万十町区長連絡会の中でも行政区の見直しにつ

いてはございました。ただ、非常に慎重にそれについては取り扱いをしなければならない

ということで、議論を深めることはいたしませんでした。ただし、現状十和地区が１９の

地区、大正地区が３６ですか、窪川地区が２０７でしたか、そういったことで、十和地区

のおおむね５倍が窪川地区の人口ということになりますので、２０としては１００ぐらい

の単純な計算にはなるわけでございますよね。そういったことで、十和地区また大正地区

の中でも区長連絡会の中で協議されました経過としては、行政区の見直しについては窪川

地区の地域審議会でも審議していただきたいといったような意見もいただきました。 

 そういったことで、意見具申の中には行政区の見直しについても今後協議していくとい

うような形での取り扱いをしているところでございます。それで、激変緩和措置とか、そ

れから面積補正とか、ここ５年間、地区活動支援事業費交付金、仮称ですけど、その中で

練っていくというか、という中で５年後、地区の見直しも含めて、それまでして、５年後

に本来の区長の報酬のあるべき額ということを再度調整していくように話をしたところで

ございます。 

○議長（弘瀬則彦君） １８番橋本保君。 
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○１８番（橋本 保君） この行政区の見直しについては、まだ深めた議論はされていな

いというふうなことで、今後協議をしていくことになるということであります。そうする

と、特に今回の報酬等については、やはり区長さんの中で異論があるように、私自身とし

ては時期が少し早いんじゃないかと。確かにここには１９年１月からということでありま

すけれども、やはりもう少し十分議論をしていくことが重要ではないかなというふうに思

います。やはり今こういう議論のある中で、決めて、それを理解を求めていくということ

ではなくて、やはりこういった行政区も含めて再編をすることの協議をして、それを理解

をしていただくような議論をしていただくことが今からの新しいまちづくりの中には必要

ではないかなというふうに思います。やはり行政が決めたことを、確かに区長連絡会が具

申をした中身ではありますけれども、その中には異論があるということでありますので、

それを今回こういう形で出して理解を求めていくということは、やはり何らかの形でくす

ぶっていく要素が残っていくというふうに思いますので、それよりも、例えば４月とか５

月とかそういった形まで十分に議論をしてやっていくことが一番いいんじゃないかなとい

うふうに僕自身は思いますが、そういった部分で、ここへ出されておるんですけど、そう

いう余地がないのか、その辺はどうでしょうか。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 今回の条例の一部改正については、報酬の額が基本額１万

円、世帯割を１，２００円にするということで、行政区長の報酬の額としてはこういう形

での提案でございますが、それを補完するといいますか、制度は、先ほど来ずっと述べて

きたように、地区活動支援事業交付金（仮称）の制度で対応しますよということでやって

きたところです。 

 確かに区長連絡会を交えて新町で調整するということで、都合６回ですか、協議を重ね

てきた中で、大正地区３人、十和地区３人、窪川地区７人の委員さんで構成しているわけ

ながですけど、その中でも確かにいろんな意見もございました。ただ、交えて調整した中

では、皆さん一定の痛み分けといいますかね、そういう中で調整した内容でございます。

委員さんも各地区に帰りましたら十分説明してもいただけることと思いますし、そこら辺

は行政の方も十分行政区の見直しも含め、きちっと説明をして理解を求めていきたいとい

うふうには考えておるところです。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑。 

 ３４番田邊哲夫君。 
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○３４番（田邊哲夫君） 私も１５５号について質問してみたいと思うんですが、私も、

今いろいろ質問された橋本議員もそのときは委員でした。これは私どもも法定協委員とし

て１８年度じゅうに決定するということは納得の上で決定をしたわけですが、ようやくこ

ういう形で決定をされたわけですが。 

 だんだん金額の多寡について今質問されてるわけですが、私は一つの基準として、じゃ

あ四万十町の行政区長としてどういう旧それぞれの町村の区長の役割と、四万十町になっ

て区長の役割をどのようにしたのかというのが一つ基本にないと、ただ金額が高い、少な

いという議論ではいかんと私は思ってます。というのは、それぞれ旧町村ではそれぞれ役

割も違っていたと思うがですよ。わからんですが。だから、そこの旧町村のそれぞれの、

窪川は総代という名前だったようですが、じゃあ旧そういった総代、窪川では総代と私ら

の区長、どういう役割を担ってきたのか。それじゃあ、今度の報酬決定については、四万

十町としての行政が区長にどういうことをお願いをするがためにこういう決定をされたの

かというその区分けも検討されたんであればお願いをしたいというふうに思ってます。 

 それと、問題は、思うのは、旧、今まで３カ町村のいわゆる区長に充てた報酬額と、新

たに今度条例案出された総額の報酬費がどう違ってきたのかも私は聞きたいと思ってま

す。当然、旧大正町の区長の方々がこの問題で区長会としていろんな問題提起しました。

議員が多過ぎる、経費を節減せないかんということが発端でした。じゃあ、この区長会の

協議の中で、経費節減のために自分らがどういう努力をするのかという視点があったのか

ないのか、私はどうしたって聞かないかんと思うてますので、じゃあその意見の取りまと

めに当たってどういう区長として経費節減に努力をされて意見等があったのかどうなのか

お聞きをしたい。 

 それと、課長の答弁の中で、激変緩和措置で特別措置を設けたという話ですが、私ね、

不思議に思うのはね、法定協で決定したときもそうでしたが、教育委員の報酬や農業委員

の報酬は県下では高過ぎる、下げないかんということで決定されたがですよ。一律にした

がですよ。ほいたら、私、いや、その人らにも激変緩和措置を講じちゃったらいいのに、

なぜこれだけが激変緩和措置を講じたのか、私はどうしたち納得がいきませんので、何ゆ

えにこの問題だけは、区長だけの報酬について激変緩和措置をとらないけなかったのか、

もうちょっと説明をもらわにゃ納得できません。 

 それと、課長の答弁では、地域で活動したら支援費としてやるということですが、これ

は区長以外の支援じゃないわけでしょ、地域でやるということは。それに何で区長手当に
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加算せないかんとか、ちょっと答弁が短かったので、私は理解できませんが、何か区長の

役割と地域の役割というのをごっちゃにしゆうような答弁じゃなかったのかなというふう

に私は感じてましたが、その点をお願いしたいというふうに思います。 

 それと、この報酬の条例の区長連絡会委員というのがありますね、新しくこの提案の中

では。これは何名の委員がおるかもわかりません。それも教えてもらわないかんというこ

とと、旧も新ものですが、区長会長だけには年額特別に旧では４万７，９００円支払って

ますね。普通、会長というのが別に、なぜ区長だけが別に区長手当として今までやってた

のかなと。私は初めこういう、会長だけにやるというのがわかってませんでしたので、今

までどうして区長だけにこんな手当と言うたら語弊があるかもしれんが、やってたのか。 

 あわせて、区長会長の役割というのは、行政と区長会長との役割があるからこれだけの

報酬を出すんでしょうね。そこら辺の区長ながではどうしても行政としてやってもらわな

いかんという仕事の内容は何であったのか。また、区長連絡会の委員としての今後の役割

はどういう役割を果たすので、行政として年間５万円払わないかんのか、そこら辺の説明

を、どうせ午後からになると思いますが、答弁をいただきたいと思ってます。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 都合４点ぐらいの質問だったと思いますが、答弁漏れもある

かもしれません。それについては昼からお答えしたいと思います。 

 区長の役割ということですけど、非常にこれが課題でございました。一番最初の区長の

報酬を定めるときに、役務の対価としての、行政区長の場合ですよね、行政区長としての

役務の対価として報酬額を算定しましょうということで、区長連絡会の委員さん１３名に

実際どのようなことをやってるかということで調査もしたところです。それで言えば、大

きな役割としては、１つは行政文書の配布、それから一つは共同募金、赤い羽、緑の募金

とかといった募金の活動とか、それからあとは健診の希望者の集約とかといったこともご

ざいます。そういった役割を集約したところではございますが、現実村落共同体としての

長の区長さんと行政区長の役割がはっきり分けることもできないのも現状でございます。

ある一つの役割としては、ある地区では水道料金の徴収をしているとこもございました。

それを他の旧町村で言えば、それは別、徴収については別の人を委託してやってるとこも

あるわけでございますよね。そういったところで、区長さんに行政からお願いしている分

も非常に差異があったりして、調整をしたところですけど、現実それについては明確に答

えることはできないような形ではありました。そういったとこで、行政区長の役務の対価
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として報酬額を決定するにはこれは無理があるというような結論で、現実１８年中に支払

っておった区長の報酬総額、それを超えない範囲の中で調整をしていこうというようなこ

とに至ったところでございます。 

 それから、区長の経費節減という話でございますけど、先ほど言うたように、総額その

ものは区長報酬を総額として押さえて、なおかつ、やり方としては、１８年中と１９年中

に区長の報酬額と定める額の差額が八百何十万円ぐらい出てきました。それの半分につい

ては、その活動費について助成していこうと、地区活動の支援について助成していこうと

いう形にし、その半分については地域補正、地区の規模の補正について持っていこうとい

う形で調整をしたところです。 

 それから、区長連絡会の委員さんということですけど、先ほども申したように、十和地

区が３名、大正地区が３名、それから窪川地区が７名、計１３名で構成をしているところ

です。 

 ３点目に出た制度説明とメモしてるわけですが……。また後で答えます。 

（３４番田邊哲夫君「どうしますか、やりますか、昼からも続

けて。まだありますよ」と呼ぶ） 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 地区活動支援交付金（仮称）の制度の説明をさせていただき

ます。 

 １つは、先ほど言いましたように、地域補正としての区長活動支援交付金、一定地区の

面積規模における補正というのを報酬の差額の２分の１についてやったということです。

それからもう一つが、一般の自治会活動支援事業として地域のコミュニティーの維持形成

につながる事業を計画して、実施していただければ、それに対する交付金を行いますよと

いう制度。それからもう一つは、モデル的にその地区、１つの地区なり、それから数地区

が一緒になって、それも継続的に地区のまちづくり計画といいますか、そういったものを

策定して地域課題の解決につながる事業をしていたければ、それについてはモデル的に５

０万円程度ですかね、５０万円程度を限度として支給するというような交付金制度。３種

類のメニューを設けるような形で現在調整をしているところです。 

 詳しい内容を言葉では説明できませんので、後日この制度については紙で配付して説明

していきたいというふうに思っております。 

○議長（弘瀬則彦君） 田邊議員の質疑途中でございますけれども、１２時をちょっと回
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りましたので、１時まで昼食のため休憩します。 

            午後０時０２分 休憩 

            午後１時１５分 再開 

○議長（弘瀬則彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続けます。 

 ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） 午前に引き続いて２回目の質問をさせていただきたいと思いま

すが、先ほど企画課長から答弁いただいたわけですが、まず、先ほど質問しましたけれど

も、いわゆる区長の役務の行政としての指定というか、そういうものが今の答弁でははっ

きりしてないような答弁でしたけども、それがないと旧町村ごとの、いわゆる今までやっ

てきた区長の仕事というのが地区によって差があるとなると、それこそ区長に対する加重

負担にもなってくるわけですので、もう少しそこら辺の、新たな報酬改定に提案されまし

たので、そこをもう少し役務の範囲といいますか、私ははっきりお聞きをしてみたいとい

うことを再度答弁をお願いしたい。 

 それと、激変緩和措置ということで再三答弁をいただいたわけですが、区長報酬につい

てだけ何ゆえという私は思いがあります。それは先ほども言いましたように、役務が同じ

であれば、なぜ激変緩和を講じなきゃならんのか、地区別にですよ。当然、世帯が多けれ

ば世帯割が入るわけですので、どうしてもその激変緩和措置を講じなければならないその

理由が私には理解できないので、その点も答弁いただきたい。 

 あわせて、激変緩和措置の一環として地域への活動支援も行いたいと、それは大事なこ

とだと私今先ほど思いました。しかし、これは今回の１５５号は区長の非常勤の、いわゆ

る区長報酬等の条例改正です。何ゆえ地区の活動支援に対してそういった答弁が出てくる

のか。地域の活動というのは地域の方々が普通やるんじゃないでしょうかね。区長一人が

やるわけじゃないんじゃないでしょうかね。そしたら、地域に落とすことは当然だと思う

がですけど、なぜ答弁の中で激変緩和措置の一環として地区活動支援に区長報酬との関係

がどこに出てくるやという単純な思いをしてますので、その点と、答弁はなかったと思う

がですが、今までは区長会会長として個別に年額４７９というお金を支払ってたと。何ゆ

えに殊さら会長だけに行政として報酬を今まで支払ってきたのか。また、新たにこの改正

案では区長連絡会委員に対しても今度は増額の５万円を改正しようとすることですが、何

ゆえにこういった委員とかという形に新たに報酬を限定をして、委員さんだけに報酬を出
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そうとするのか、その点もわかりませんので答弁を求めたいというふうに思います。 

 それと、さまざまな法定協議会の決定の中で、ほとんどといっていいほどそういった委

員とかという報酬、手当等については減額をしてきました。どうも今の先ほどの答弁の中

では、具体的には十和が２３％、大正が２９．１％、形式的には減額になったけれども、

激変緩和措置、また特例措置を講じながら総額はそう変わらんというふうな答弁であった

かなというふうに思ってますが、具体的に旧の条例と新しい条例になった場合にどれだけ

が経費としてプラス・マイナスどうなのかという、そこら辺の試算もお示しを願いたいと

思います。 

 １５５号はそういうふうにして、最初聞き漏らしましたので、１５８号についてです

が、これは２２番梶原さんからも質問があったように、医療費が非常に国としてはかかり

過ぎるということで、さまざまな法律を国が改正をしてきております。決して今までの法

律を見ても国民にとってプラスになるような医療法の改正では私はないと思ってます。今

回のこの条例改正案は、特定療養費を廃止して、いわゆる保険外併用療養費を設けようと

するものですが、今まで助成として対象になってきた治療、医薬品、これが線引きをされ

て、今までは受けれた治療、医薬品が全額負担すれば利用できますと。選択は広がったが

ですよ。しかし、負担がふえることに私はなると思ってます。先ほどの市川課長は、何か

知らん、母子家庭にとってはプラスになるような答弁が私はあったような感触を受けまし

たので、本当にそうなのかと。これはあくまでも母子家庭に対して医療費を助成しようと

するもんでしょ、条例がね。ますますこれは母子家庭にとってみりゃ負担がふえる条例改

正ではないかというのが梶原さんの指摘もそうでした。私もそう思ってます。甲把助役

は、国が決めたので、今さらどうこうじゃないというような答弁をされましたけれども、

それならば、例えば今まで助成をしてたことが受けれんようになった場合に、町独自に町

単で助成をするというのは、これは町独自に町単ですので、国が何ら文句言う筋合いはな

いわけでしょ。だから、そういうことをしていくことが四万十町として福祉医療を守って

いくということにつながってくるのではないかと私は考えてますが、その点についてご見

解をお伺いしたい。 

 ２回目の質問を終わります。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 昼休みの間に議員のお席の上に区長報酬に係る四万十町区長

連絡会の考え方、意見具申ということで、机の上に配付しております。あわせて、クリッ
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プでとめております四万十町総合振興計画作成業務進捗状況、ほか行政改革推進委員会の

中間報告を含めお席の上に配付しております。 

 それで、先ほどの第１回目の質問の中でも答弁したところでありますが、言葉で申すよ

り意見具申の内容そのものを詳しく書いておりますので、制度そのもの、それからまた区

長連絡会での協議経過、確認していただきたいというふうに思います。 

 それで、先ほどの区長の役割を明確にということでございますが、四万十町になって、

現在においても区長の役割といいますか、についての規則等はまだ定めておりません。区

長連絡会の協議を踏まえ、それについては現在調整しているとこであります。１９年、新

たな区長さんが出てきて、その中で行政区長の役割というのはその段階で明確にしていき

たいと。それまでに規則等を整備し、明確にしていきたいというふうに考えております。 

 それから、区長報酬の激変緩和措置でございますけど、繰り返しにもなりますが、現実

緩和措置の総額というのは２８１万９，０００円でございまして、現状の区長報酬の内容

としましては、先ほどお配りしました意見具申の２ページ目といいますか、ページ書いて

ないわけなんですけど、２ページ目の３地区の現行報酬ということを示しております。こ

れで均等割といいますか、区長報酬の基礎額といいますか、それについては窪川地区が

９，５００円であり、大正地区が８万円であり、十和地区が１６万７００円であったとい

うことで、非常に差のあるのも現状でありますし、世帯割にしても、窪川地区が１，０６

０円、大正地区が２，５００円、十和地区が１，５６０円ということで、世帯の多数によ

って非常に差異もあったことも現実であります。そういったことで、区長の報酬、条例上

の報酬については、そういった基礎額と人口、その地区の人口の規模による補正はしてい

るわけながですけど、報酬の条例上では地域の大小については補正はされていないという

ことがあったわけでございます。そこら辺で、現実地区の規模の差が、３町村一緒になっ

たということで現実あるということをどんなふうに調整していくかということを区長連絡

会で協議した中で、地域補正を設けていくと。それも条例上の額として設けるにはまだ不

安定なとこもあるので、地区活動支援交付金のそういった制度の中で調整をしつつ、安定

した中で条例化していこうと。つまり、人口による補正プラス地域の補正といった形で報

酬額を算定していこうと。それまでに一定地区の規模については、この５年間の中で調整

し、統合できる地区については統合していこうといったようなことも踏まえつつ、５年後

にそこの報酬の額については地域補正を踏まえ調整していこうということになったところ

でございます。 
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 それから、地区活動支援については、先ほど配った資料の３ページ目でございますが、

前段言ったように、一番上に地域補正として設けております。その地区の広さ、プラニメ

ーターではかったわけながですけど、区長さんの行動範囲といいますか、そういったとこ

で１キロメートル以下の地区、それから１０キロメートル以上の地区といったことで、６

段階に分けて、その１地区当たりの交付金額を定めたところでございます。 

 それとあと、一般というのは真ん中に書いておりますが、その地区活動支援事業につい

ては一般の部分と、下側にあるようにモデル部分の活動に対する支援ということを設けて

おるところでございます。 

 それで、実際、本来その地区活動の交付金制度というのは、その団体に対する交付でご

ざいます。でありますが、この区長活動支援交付金の地域補正の部分については、団体交

付ではありますが、その団体を受けた地区については当該区長さんにお渡ししていただく

というか、そういう形をとっていただくようにお願いするようなことになろうかというふ

うに思います。現状、個人に報酬をしていいかどうか、これからも調整せんといかんとこ

ではあるわけながですけど、現実区長さんの差があることも現実でございます。そこの調

整ということで非常に区長連絡会の中でも議論のあったとこではありますが、経過措置と

いうことでご理解していただきたいというふうに思っておるところです。 

 それと、区長連絡会の委員の報酬ということで、従前区長会長報酬ということで条例上

定めておりました。というのも、旧窪川町におかれましては７つの総代会というのがござ

いまして、その総代会の会長さんについては４万７，９００円の報酬額を支払っておりま

した。そういう旧町村の事情というのを踏まえて、この報酬については区長連絡会の委員

についても出そうということで、１９年中からそういう形で調整するということでござい

ます。区長会の会長ということではなしに、大正・十和地区でしたら３人、会長１名、副

会長２名という形で十和・大正それぞれ３名の委員さんについては報酬を支払っていくと

いうことでございます。これについては年額報酬ということで、これから区長連絡会にお

いては、１９年、地区の見直しなりとか、地区の活動のあり方とか、それから地域自治区

のあり方等の協議とか、いろんな形で１９年中活動もございます。これを年額報酬として

まとめて支払うというところとなっております。 

 区長報酬の１８年と１９年の差というとこでございますが、先ほど条例上で示します額

については条例案のとおりでございますが、先ほど来説明しておりますように、この差額

については２ページ目の区長報酬、３地区の現行報酬と、それから区長報酬、それの差と
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いうことで４ページ目に載せているところでございますが、差額について、１つは地域の

補正に持っていくと。それから、あと半分については地域活動について持っていくという

ような形にしておるところでございます。それで、現実区長さんの報酬については、各地

区において、行政区長としていただいたのは地区の会計におさめて、なおかつ地区から区

長としての役割を踏まえ、プラスアルファーして出しゆうとこもございますし、いろんな

地区の報酬、区長さんの報酬については地区それぞれによっての慣行といいますか、今ま

での例によってから違うとこもございます。そういったとこで、区長の報酬の支払いの取

り扱いですよね、現実の取り扱いについては地区によってそれぞれ差もあろうかというふ

うには思っております。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 先ほどの田邊議員さんの質問にお答えをいたします。 

 母子家庭の療養費の助成でございますけれども、今回お願いしております特定療養費等

保険外併用療養費、内容的にはそう内容的に変わったものではありませんが、明確に将来

保険導入のための評価ができるものと、それから保険化も適用できないものというふうに

分かれたということでございます。その中で、従来は混合診療として実施しておりました

特定療養費、要するに保険で適用できるもの、保険外のものが混合しております。これに

ついては１００％補助、助成をしておりました。要は、通常は３割は公費負担になります

ので、通常保険がきくとですね、その部分を援助するということでございますが、保険

外、１００％個人が出しておるもの、それについても同時に支援をしておりました。した

がって、今度改めた制度になりましても、文言が変わっただけでありまして、内容的には

見ていくというふうなことで考えております。 

（「見ていく」と呼ぶ者あり） 

 間違いありません。ちょっと今、県の方にも確認しましたが、従来の流れでいいという

ことでございますので、保険外のものも同時に見ていけるということです。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） それでは、１５８号について今担当課長から答弁いただきまし

たが、いわゆる条例改正はこういう文言の改正はあるけれども、従前の助成同様に、特定

療養費から保険外併用療養費の文言は変わるけれども、同じような、例えば治療や医薬品

等についても従前どおり、保険外になっても特定療養費以外のもんについても助成をして
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いくということですね。条例の文言だけ変わると、中身は変わらんということで今答弁が

ありましたので、そうだということの確認をこの問題はとって質問を終わりますが。 

 それと、企画課長の１５５号ですが、まだちょっとわかりません。確かに精力的に、先

ほど資料をいただいたわけですが、もうちょっと事前に資料をいただいたらまっと質問も

突っ込めたなと思うがですが、３月１５日からずっと会をやってます。７回。特に１０月

１０日、区長報酬の検討についての項目の中で、区長の果たす役割とはいうことで協議し

てますね。区長の役割、働きについて再度明確にすることで確認をしてます。この確認を

受けて、再度明確にするという確認をとって、じゃあ再度どこで確認したかというと、こ

れもない。再度の確認することは決定したけれども、再度協議したということはないわけ

ですが、だからこういう形になってきたんではないかなと。合併してから約１０カ月です

かね。だからゆえに、まだ執行部としての新しい条例改正に伴っての役割についてははっ

きりよう言わん。だから、それぞれの現在の区長さんは同じような仕事もせなならん。今

まで厳しかった報酬であったけれども、また下げるという思いになるがやないでしょうか

ね、私が区長であれば。 

 だから、しっかりとして今回条例改正するのに合わせて、明確に今までの業務は区長と

しての役割でありませんでしたよと。一例挙げましょうか。冠婚葬祭の中でよく葬式なん

かで区長さんがどうしても先頭立って陣頭指揮せないかん地区もあるわけですよ。これも

一つの区長としてやってる区長さんはおられると思うんですよ。これは区長がやらないか

ん仕事やと思うてやりゆう場合もあるわけですよ。だから、それは違うでしょ。それは行

政からお願いした仕事じゃないでしょ。だから、それをしっかりと文書でないわけです

よ。今まで慣例で歴代の区長さんがずっとそれをやってきたから、これは区長の仕事やと

思うてやっちゅう場合もあるわけですよ。だから、混同するんですよ。だから、おたくの

地域は忙しいにこればの報酬かという形になるわけですよ。逆に、窪川は少ないけん、た

った２世帯しかないとこにというような形で見られるわけですよ。仕事が一緒やったら戸

数の大小は関係ない。また逆に、多ければ、私の地元の、大奈路といいますが、あれは６

０世帯ぐらいあるでしょうかね。それぞれ７班ぐらいの班長さんがおるわけです。区長は

文書をもろうてきます。配布されるんでしょうか、町民が待っているでしょう。それを班

長さんに届けたらええわけです。取りに来てくれたらええがですよ。面積が広いからいう

てね、区長が大変じゃということは外見上あるでしょう。逆に、班長さん取り来てくれや

と、配ってくれやで済むときもあるがですよ。だから、面積が広いから、ここに書いちゅ
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うように、補正で余計見てやろうというような話にはまた逆にはならんがですよ、私に言

わしゃあ。だから、そこがあいまいながです。なぜそういう役割をこの条例改正にきちん

とせんがでしょうかね。協議してるじゃないですか。再度確認するというて、してないで

しょ。だから、私もこれ質問せなならんがですよ、はっきり言うたら。だから、先ほどの

質問があったように、反対してくれとかという区長さんの声もあるとかという話になるわ

けですよ。業務をしゃんとしちょったらそんな話は私は出てこんと思います。その点、町

長に答弁求めるわけですが。 

 それと、どうしても理解できんのは、ここに資料の中にあるように、地区活動支援事業

交付金の創設ということが、この条例とは私は関係ないんじゃないかということをさっき

から言ってるわけですよ。なぜこの条例改正案に合わせて地区支援活動事業の交付金の創

設と絡みがあるんですか。これは区長にやるお金じゃないでしょう、支援事業というの

は。地区がやれば、地区に対して事業を支援しましょうということでしょ、交付金とし

て。これどうしてもわからんがですよ。区長報酬と関係ないと私は認識してます。これを

区長にやるがやったらこれは大きな問題ですよ、私に言わしゃあ。その点を、甲把助役首

かしげよる。じゃあ、なぜこの資料をこの条例改正案に持ってくるがですか。全然わから

んがです。わからんことは答えてください。 

 以上。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 区長の役割というのは、先ほど来ずっと言ってますけど、行

政区長の役割と、いわゆる区長の役割とがあるわけながです。議員おっしゃるように、葬

式のそれを主管するという区長さんについては、それは区長としての村落共同体の長とし

ての区長の役割だと思いますし、それから行政区長については、従前１７番議員さんでし

たでしょうか、質問の中でも答えたとおりでありますが、各区長さんについては、照会を

かけつつ、どういう業務についての役務の対価でやっていこうということで調整もしまし

たけど、現実区長の役割なのか、行政区長の役割なのか、明確にはできないとこもあるわ

けでございます。それからまた、旧３町村での慣行としてやってきた違いもございます。

例えば慰霊祭について、窪川地区でありましたら区長会長が主管してやってるとこでもあ

りますが、十和・大正地区においては主管してやるとこでもないわけでございます。そう

いった意味での業務の違いと、行政区長としての役務の旧町村での違いというのが現実ご

ざいまして、１９年からちょっとそれを一緒にしていこうということにもなかなか無理も
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あるということがあります。そういったとこで、一定役割については調整し、統合はして

いきますけど、努力はしますけど、これとこれについてという明確なことはなかなかでき

ないということで、先ほど来説明してきたとおりでございます。 

 それで、区長会の中では、先ほど配付した資料の中にも、８月２日にも協議し、１０月

１０日にも区長の役割については協議し、１０月２１日についても行政の依頼事務という

ことで全部協議してまいりました。そういったことで、区長さんの役目というのは３町村

非常にいろんな差異もあるなということも十分協議してきたところでもございます。そこ

ら辺踏まえまして、区長の報酬ということを３町村調整し、決定し、なおかつそれが安定

的に移行できるようにということで、地区活動支援事業交付金制度という報酬外の措置で

やっていこうということの制度を設けたのを従来ずっと説明してきたとおりでございま

す。 

 基本的に、議員おっしゃいますように、地区活動支援交付金については、地区に交付す

る額であることは紛れもないことでもございます。そういった意味で、それは地区には交

付するわけながですけど、そこら辺の取り扱いについてはご理解もいただきたい。区長個

人といいますか、それに対して地区から交付していただくように依頼をするというとこも

お願いしているところでございます。 

 それからもう一点、区長連絡会委員報酬でしたかね。地域活動支援交付金の制度の問題

でしたか。 

 確かにいろんな議論がございまして、非常に現実区長さんの差異があって、これでええ

かどうかはいろんな意味での議論があるところです。それで、地域の補正がええかどうか

ということも確かにいろんな区長さんの中でもいろいろ議論がございました。ただ、一定

その区長連絡会を交えて新町まで調整するということでの区長連絡会の意見集約した結果

であることは、現実お示ししているこの制度でございます。地域補正、規模の補正につい

ても、それは交付金制度の中でやって、それがよければそういう形で条例の中に報酬を組

み込んでいこうと、報酬の中に位置づけをするよう組み込んでいこうということで、これ

が正しいということもまだ確定できているわけではありません。５年間の中でこれがええ

かどうか検証してやっていこうということでの区長連絡会で集約された結果でございま

す。 

 それで、当然区長報酬等審議会の中では、報酬の審議でございます。ということで、議

案としてはそれではありますが、それを補完する地区活動支援交付金制度がないとこの区
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長報酬の説明ができないということで、一体分離の関係であることも事実であります。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 佐々木保彦君。 

○３１番（佐々木保彦君） １５５号の交通安全指導員の報酬についてでございますけ

ど、これはもう別に反対ではございませんけれども、むしろ最近交通事故、特に高齢者の

死亡事故が最近発生しております。毎年、高齢者の事故が多いわけですが、それに対す

る、例えば交通安全指導員よりも、むしろ地区の協力員がそれぞれの７０歳以上の高齢者

に対して、ずっと一軒一軒当たって指導してあれしてまいっておりますけれども、これ年

に１回かそこらですけれども。やはりそういった意味で、地区の協力員に対しても報酬を

与え、また安全道路、いわゆる３８１号線並びに６５号線に対する交通…… 

（「５６号線」と呼ぶ者あり） 

 ５６号線ですけれども、非常にこないだも金上野で高齢者の死亡事故が１件起こってお

ります。やはりそこらあたりが交通指導員並びに地区の協力員が回っているかどうかわか

ってないがです。そういった意味で、やはり協力員に対して年に２回、３回と指導に当た

るような体制を組んでいただいて、報酬を与えて、多少でもそういうふうにしていくこと

が大事じゃないかと思うんですが、お伺いします。 

○議長（弘瀬則彦君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） ただいまの交通安全指導員と交通安全協力員という形でのご

質問です。協力員にも報酬を与えてというご質問であったかなと聞こえましたけれども、

そういうことのとらえ方でよろしいですか。 

 交通安全の協力員という形では設けてはおりませんけれども、交通安全推進委員という

形で各地区に協力を求めている経過はございます。確かに言われるとおり、交通安全の関

係からも高齢者の死亡事故というのは非常に高いものもございまして、そちらへの働きか

けというのはいろんな形を通じて行っておりますけれども、その対価というものを現在の

時点ではしておらないというところで、今交通安全につきましては、家庭にとっては非常

に大きな問題でございますので、あらゆる角度からいろんな形での協力と、また推進をし

ていただくということで、できれば町民全体的に盛り上げるということで、あらゆる機会

を設けて協力をお願いしていくという形で進めていきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いします。 
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（３１番佐々木保彦君「報酬の件はどうです」と呼ぶ） 

 協力員に。 

（３１番佐々木保彦君「そうです」と呼ぶ） 

 協力員への報酬ということについては、現時点では考えておりませんが。指導員という

形で専属的に指導していただく交通安全指導員という形では、今回提案させていただいた

報酬を支払っていくという形でお願いをしているところでございます。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ２６番市川繁君。 

○２６番（市川繁君） 第１５５号のこの補完資料ですけど、括弧して一般の自治会活

動支援事業で、事業主体が２０世帯以上の自治会ということになってますね。これ２０足

らんと１９戸以下のところにはこういう活動をしても補助金を出さないというわけでしょ

う。まず、そのことを聞いてからの話。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） この文書については、区長連絡会で協議した内容について町

長に意見具申という形で述べているのであって、現時点四万十町としてこういう形でやり

ますというような、まだ規則なり交付金要綱なりを定めているところではございません。

それを前提としてお話しするところではございますが、ここで区長連絡会で協議をした中

では、例えばという事例をもって、例えばというか、事業主体として２０世帯以上自治会

または隣接２つ以上の自治会ということで述べていることは事実です。というのも、１つ

は、その自治会活動をする中で、小さい地区もあるわけながですけど、そこら辺集まって

共同でやるのを促進させるといいますか、小さい地区については促進させるという意味合

いで、ここでは事業主体をこういう構成にする枠といいますかね、に示していたところだ

と思います。 

○議長（弘瀬則彦君） ２６番市川繁君。 

○２６番（市川繁君） こういう一つの提言された案がそのまま実施されると、小さい

集落が非常に切り捨てといいますかね、例えば集会所を修理するというときに３０万円か

かる。１０戸しかなければ１戸当たり平均して１戸３万円ですね。ところが、その３０万

円かかるところが３０戸あるとすれば、１戸当たり１万円ということで、結局大きいとこ

ろが非常に負担が少なくて済む。そこへ補助金が行く。２０戸に満たないところは補助金

もないと。いろいろ小さい集落でも、あるいは文化的な活動とか親睦を目的とした活動と
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かといったものはもっとやっておるところもあると思うんですよ。現実に私は知ってます

けれど。やはりそういう実態を見て、補助とか、あるいは支援といいますかね、そういう

ものをやるような方向でぜひ考えてもらいたいと。 

 以上。 

○議長（弘瀬則彦君） 答弁要りませんか。 

 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） この意見具申という形で区長連絡会で十分協議してこういう

形になったわけながですけど、これについてはまた今月中に区長連絡会を交えて、制度そ

のもの、地区活動支援事業交付金制度そのものを議論するようになってますので、その中

で議員のおっしゃることを踏まえて協議をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ３２番下元昇君。 

○３２番（下元 昇君） １５５号の関連ですけども、私もこの件に関して本当に勉強不

足でわからないことがいっぱいで、五、六人の方々の意見を聞いていましてますますわか

らなくなった点もありますので、ちょっと１つだけ、確認の意味でお伺いをしておきたい

んですけれども。 

 いわゆる、報酬にかかわる区長連絡会の考えとして町長あてに意見の具申書が答申され

たと。この内容で、具体的にはいろいろありますけれども、その中で３ページにある、い

わゆる先ほどからいろいろ論議されております地域の補正の分で、例えば１０キロ以上の

広範囲なところに対しては９万７，０００円の別に補正をするというようなことがこれに

は書かれておりますし、３ページには、いわゆるその地域に応じた支援措置をやろうとい

うことが、これは町長あてに意見を具申された内容ですよね。そこで、今回の条例に提出

されたこういった具申書の中のすべてが条例案として上程されたということではないです

ね。そこあたりがちょっとわからなかったもんで、確認の意味です。そういうことで間違

いないですね。はい。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） 説明でわからないんですが、この地域支援、結局、先ほどの答

弁聞いておりますと、この地域活動の内容によって支援はするが、上限５万円で、限度額

で支援するが、それは区長の方に地域としては区長の報酬として払ってもらうようなお願
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いをすると。ではない。これは別の地域活動としての支援になるわけですか。その補正と

いうのは、区長報酬の補正というのは、この距離に対してだけが補正であって、あとの２

つのことについては地域に対するということになるわけですか。これは別の事業として出

るわけです。今後、どういう形でこの事業が予算なり何なりにどんな形で出てくるのか。

先ほど田邊哲夫議員も言ったけど、区長報酬とはまた別の問題ではないかと思うわけです

が、お願いします。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） この区長連絡会の意見具申の中での本文を読んでいただけれ

ばよくわかると思うわけながですけど、この本文読まさせていただきます。 

 区長報酬は、均等割、世帯割をもって算定する。ただし、旧３町村間で行政区の規模、

区長業務の内容等に大きな差異があることから、報酬とは別に地区の規模に応じた地域補

正を講じることとする。この財政的支援を５年間継続する中で、四万十町区長連絡会とし

て行政依頼事務を整理、地域補正の妥当性等について検証を行い、是正の必要があれば区

長報酬の見直しを提言するということで、要するに報酬そのものは本文のままでございま

す。ただ、その本文の基本額１万円、世帯割１，２００円以外、それに定めた経過ですよ

ね。何でそういうような形でそういう額で調整したかということを以下附則資料として、

記として述べておるところです。そのことを補助金等審議会の中でも、また町長において

も理解していただきたいということで述べているところでございます。 

 それと、この３つの制度、地域補正、一般モデルという形で持っております。それから

もう一つは、激変緩和措置としての２年間ですか、１９年度については２分の１、２０年

については３分の１という経過措置も設けておるわけなんですけど、ここについても地区

活動支援交付金制度の中にあわせて持っていきたいというふうに思っております。 

 それで、ここでいう一般とモデルについては、その地区の活動支援ということで、従前

十和・大正地区で制度として１８年度やっております。それと同じ制度、似通った制度で

新たに四万十町として地区活動の支援制度を設けろということは当初から議論ありました

ので、今回その制度に含めたところでございます。プラスアルファ、一番上の地域補正に

ついてこの制度の中に持っていこうと。ただ、それについては、十和・大正地区等につい

ては支払う対象は地区ではあるわけながですけど、区長さんにお渡しして、区長活動とし

て出させていただくようにお願いするというような形の制度にしていこうということで調

整をしているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） 私も一般質問で出して、地域支援の補助金の制度ができないか

と一般質問で出しているわけですが、結局今言われたことがまた新たに制度として来年

度、条例なり何なり、規則なり、条例ですか、何かそういう形で出てくるということなん

ですか。そう理解してよろしいですか。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 当然今年中といいますか、１２月に区長連絡会を交えてこの

制度について調整いたします。それを踏まえて、今年中には規則また交付金要綱、両方を

つくっていきたいというふうに考えております。あわせて、先ほど答弁いたしましたよう

に、区長の役割についての規則、それについても今年中に定めていきたいというふうには

考えておるところです。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ９番山岡義正君。 

○９番（山岡義正君） 先ほど来ずっといろいろなご意見をお伺いしておるところなんで

すが、実は今回の件につきましては、窪川、大正、十和それぞれの地区によっては区長に

対する報酬が違うということでこういった中身があったと思います。窪川の場合は、もう

頭から条例の中で総代に係る仕事というものは文書の配布が主であるということで、特定

されて事業を特定の中で決定してきておるわけですね。そうすると、今回割り出したこの

単価については、総体的には全部が同じように一律で、文書配布に係る問題としてはこれ

で終わると思います。それで、この単価が計算した上で余った中で、８００万円の予算が

この中から余るんじゃないかということで、それを配布するということにおいて総代会、

地区会ですか、そういったものの活動を底上げしたいと、その金を使うということ、これ

がちょっとわかりにくいところがあって、先ほど田邊議員の方からも言われたように、な

ぜこういった建議されてきたことがここへ上がってくるやと、今回の条例とは全く違うじ

ゃないかというところで出たと思います。この地区長に対する報酬の基本額、年額、それ

から世帯数割、こういったものについてではこれでちゃんと決めて、あとの問題について

は、特に重大な問題を控えておるのは、こういった中で８００万円残ったから、これを今

までどおり総代会で使うというような話じゃなくて、失礼、地区会で、ということではな

くて、総体的に今後地域審議会等を含めて、地域の活性化に対する補助金等が必要になっ
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てくると思います。 

 何か聞きゆうと無理があって、お金が余ったら、これをほいたらあんたたちどうですか

というような割り振りをやっちゅうんじゃないかなと。もっと大事にせんといかんのは、

そしたら、先ほど言われたように、地区長の役割というものはどうあるべきか、きちっと

した議論の上でそれを決めておかないと、窪川の総代については、先ほど言うたように、

葬式等一般的に慣行で行われておることをやっておるわけです。これはどこも一緒やと思

います。ただ、言うように、水道料の徴収とかという問題があれば、違う形のものがとら

れておると。そういったのはこの区長制度という中にきちっとしたものをつくっていかな

いと、しんがない上で何ぼ議論しても、それぞれが違う役割を果たしていきゆうと。それ

で、こういったことは、地区で起こる問題については、ここまでは区長の話でやってくだ

さいよ、これから外はほかの人の役割でやってくださいよという役割はよね、きちっとし

たもんがないと、今話聞くように、どこまでが区長やらわからん中で、予算は取り込んだ

と。これはさきに地域の中に、この活動の中にあるように、地域のボランティア活動、清

掃なり含めて、こういった中で補助金はある程度出しましょうと。けど、そしたらどこま

でが地域の担う役割であるか。それから、当然やるべきことがあって、その中へ報酬をな

ぜ出さんといかんやという問題が出てくると思います、補助金にしても。ということは、

やっぱりこういった余った、いろんな中で余ったお金については、今後の取り組みとし

て、こういった提案をするんじゃなくて、もっと別の考え方をもって今後も課題として出

していっていただきたいと。何かむりむっちゃくこの金を使わんといかんき、そのために

ほいたら区長会へ全部回しますよという形で、地域審議会を含めた地域の活性化について

これで限定されるような話に終わりゃあせんろかと。もっと議論を深める意味では、そう

いった中で自由に使えるお金に置いておいて、もう一たんそういったものについては予算

の配分等を考えていただきたいと。何か頭からあるき、この金を使うて、余ったき、ほい

たらこれでやりやというような中で、むりむっちゃく組織を張りつけていくような形にな

りやせんかというふうに思っておりますので、今後の取り組みとしてそういった方針で進

めていただくようなことはないんですかね。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） この議案については、非常勤特別職、区長さんの行政区長と

しての報酬ということの議案でございます。本来ならば特別職報酬等審議会の中で議論し

て、その中でのこの議案となるような形だと思うわけながですけど、今回については、３
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町村合併し、その中で区長連絡会交えて調整するということでございました。まさに３町

村の行政区長としての役割も非常に差異もあったし、報酬の差異もある、地区の規模の違

いもある、いろんな差異がある中での調整したということで、ある意味ではまじめに合併

協議会での協定事項について１８年中に調整するということで、精力的にやってきた結果

がこういう内容でございます。区長の役割が決して少なくなったわけでもなく、同じよう

な形で１９年中においても活動をしていただくような形になろうかと思います。この制度

がベストのようにこれから調整するわけながですけど、意見具申にある報酬以外の部分で

すよね、担保された一体分離の部分についてこれから積極的に地区活動ができるような形

で、区長会とも協議しながら進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（弘瀬則彦君） ９番山岡義正君。 

○９番（山岡義正君） そういった形で、ぜひ前向きに進んでいっていただきたいと思う

が、今後そういった地区長がその地区の中で重要な責任を担うていくとすれば、やはり地

区で話し合っていただいて、この地区はこうした形をつくると。それを受けて、どのくら

いの責任があるから、この区長さんこればあ報酬があってもええんじゃないかという話し

合いがないとよ、頭からこういった文書配布だけに係る費用だけで済む話じゃないから、

やはり地区の方でもう少し練ってそういった意見を上げてきていただいて、地区長が区長

の話をしようとそれは無理な話で、地区長が地区の人の意見を吸い上げて、そこで議論を

していただいて、これぐらいの役割を担うという部分を決定していただいて、徐々に上げ

てきてもらうというような組織のつくり方を今後考えていただきたいと、そういうふうに

思っておりますのが、どうですかね、そういった面で。 

○議長（弘瀬則彦君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 基礎自治体としての市町村、四万十町があり、その中で区長

さんの役割も非常に大切なことになってこようかと思います。ただ単に行政区長としての

役割のみならず、地区の地域づくりそのものも住民との協働というこれからの施策になっ

てきますので、そういった意味ではまさに担う役割が大きくなってこようかと思います。

報酬の額についても、隣接町村から比べたら非常に小さい額でございます。そこらあた

り、額の検討、それから地区の規模の検討、この交付金制度、５年間の３セット方式です

るつもりでございますので、この５年の中で十分協議し、議員お示しのあるような本来の

住民と自治の活動ができる一番最初の単位となるべくこれから協議を進めてやっていきた

いというふうに思っております。 
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○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑がないようでございますので、これで質疑を終わりま

す。 

 １０分間休憩します。 

            午後２時１０分 休憩 

            午後２時２３分 再開 

○議長（弘瀬則彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより議案第１５５号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５５号四万十町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手多数でございます。本案は原案のとおり可決されました。 

 これより議案第１５６号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５６号四万十町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条

例についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１５７号について討論を行います。 
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 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５７号四万十町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを

採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１５８号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５８号四万十町母子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条

例についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手多数でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第１４ 議案第１５９号四万十町総合交流拠点施設に係る指

定管理者の指定について、日程第１５ 議案第１６０号高知県後期高齢者医療広域連合の

設立について、日程第１６ 議案第１６１号高知県市町村総合事務組合規約の変更につい

て、日程第１７ 議案第１６２号こうち人づくり広域連合規約の一部変更について、日程

第１８ 議案第１６３号高知県広域食肉センター事務組合規約の変更について、日程第１

９ 議案第１６４号高幡広域市町村圏事務組合規約の変更について、日程第２０ 議案第

１６５号高幡消防組合規約の変更について、日程第２１ 議案第１６６号高幡身体障害者

療護施設組合規約の変更について、日程第２２ 議案第１６７号高幡西部特別養護老人ホ
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ーム組合規約の変更について、以上議案第１５９号から議案第１６７号までの９議案を一

括議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 前田町長。 

○町長（前田哲生君） それでは、提案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、議案第１５９号四万十町総合交流拠点施設に係る指定管理者の指定について提案

理由のご説明を申し上げます。 

 本議案につきましては、四万十町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

第５条の規定により、株式会社四万十ドラマを指定管理者に指定しようとするものでござ

います。 

 同法人は、平成６年に旧大正町、旧西土佐村、旧十和村が出資する第三セクターとして

設立され、平成１７年４月に完全民営会社となりました。この間、地域の資源を活用した

多くの特産品を開発するとともに、独自の販売ルートを確立し、交流事業にも積極的に取

り組み、安定した経営が図られております。 

 指定管理者の選定につきましては、株式会社四万十ドラマと協議を行いましたところ、

同法人は公の施設の性格を十分理解し、本施設の設置目的に沿った管理運営ができるもの

と判断し、選定をいたしましたので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会

の議決を求めようとするものでございます。 

 続きまして、議案第１６０号高知県後期高齢者医療広域連合の設立について提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 高齢化の進行に伴い医療費の増大する中で、将来にわたって持続可能な医療制度とする

ために、医療費の負担について国民の理解と納得が得られるよう、高齢者世代と現役世代

の負担を明確化し、公平でわかりやすい高齢者医療制度とする必要がございます。このた

め、７５歳以上の後期高齢者については、その心身の特性や生活実態等を踏まえ、加入者

の保険料、国保被保険者からの支援金及び公費を財源とする新たな独立保険が平成２０年

４月より創設されることになりました。 

 この制度においては、保険料の徴収は市町村が行うとともに、安定した保険運営を確保

するため、財政運営は県内の全市町村が加入する広域連合が行うこととされております。

これに伴い、後期高齢者医療の事務を処理するため、高齢者の医療の確保に関する法律第

４８条の規定に基づき、県内３５市町村が加入する広域連合を設立するものでございま

- 58 - 



す。 

 続きまして、議案第１６１号高知県市町村総合事務組合規約の変更について、議案第１

６２号こうち人づくり広域連合規約の変更について、議案第１６３号高知県広域食肉セン

ター事務組合規約の変更について、議案第１６４号高幡広域市町村圏事務組合規約の変更

について、議案第１６５号高幡消防組合規約の変更について、議案第１６６号高幡身体障

害者療護施設組合規約の変更について、議案第１６７号高幡西部特別養護老人ホーム組合

規約の変更について、以上７議案について一括して提案理由のご説明を申し上げます。 

 本７議案につきましては、議案第１５２号でご説明申し上げました地方自治法の一部を

改正する法律が平成１９年４月１日から施行することに伴い、各組合規約について改正を

行うものであります。 

 また、議案第１６３号高知県広域食肉センター事務組合規約につきましては、あわせて

市町村合併により構成市町村数が減少したことに伴い、議員定数を削減しようとする改正

を、また議案第１６４号高幡広域市町村圏事務組合規約につきましては、梼原町が平成１

９年度より介護認定審査会等に加わることに伴う改正を行うものであります。 

 以上、議案第１５９号から１６７号までの９議案につき一括提案理由のご説明を申し上

げましたが、ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（弘瀬則彦君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより議案第１５９号から議案第１６７号までについて質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） 議案第１６０号につきまして質問いたします。 

 今回の議案は、ことしの６月に国会で医療制度の改悪が、改正というか改悪がありまし

て、後期高齢者、７５歳以上の国民健康保険や組合保険から７５歳以上の老人の保険を独

立させるという制度が２０年４月をもって創設されるということが国会で決まったわけで

すが、これを受けて、家族に扶養されている高齢者を含めてすべての後期高齢者がその保

険料を年金から天引きされるという、そういうような非常にどうなっていくかという制度

であります。これは今回都道府県でこれを担っていこうということで、今回この議案が出

されたわけですが、介護保険と同じように強制的に１万５，０００円以上の老人の年金か

ら天引きすると、大体全国平均で、激変緩和措置もあるんですけど、それがなければ平均

年間７万円ぐらいの保険料として天引きされるというような今回の制度であります。 
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 高齢者にとって非常にこれ大変な制度改革になるわけですが、四万十町ほとんどの高齢

者は３万円そこそこの年金で暮らしているわけです。介護保険料が取られ、さらにこうい

った医療保険が取られると、天引きされると、どうやって生活していくやということにな

ると思うわけですが、今回こういう形で議案が出ました。今後どうなっていくのか。この

制度で四万十町の高齢者の医療がどうなっていくのか、その点の見通しができているの

か、その点をお聞きします。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） ４０番議員さんにお答えいたします。 

 現在、７５歳以上というのは４，７００万余りの方がおられると思います。医療費の方

も高齢者の方々については伸び続けているというような現実があります。今言われたとお

り、月々７，０００円前後の保険料になろうかと思うんですが、その中で今後も高知県全

体を見てみますに、伸びていく可能性もあろうかとは思います。それについて、実際的に

ふえていくと、どうしても保険料もふやしていかなくてはいけないという現状があろうか

と思います。ただし、全国的なレベルで見たときに突出した、高知県は高いと思うんです

が、それを是正する措置もあるようにも聞いております。しかしながら、現在のところ、

先ほど議員さん言われるように、年間に、ちょっとかちっとした数字は今ないんですけど

も、７万円近いお金が個人から取られていくと。 

 その中で、暫定的な措置といたしましては、県平均と、それからこの町の平均との差が

２０％以上あると、６年間にわたっての緩和措置的な、２年をめどとしながら６年間、３

回変えながら、それを６分の３、６分の２、６分の１減額というような緩和措置もあるよ

うに聞いております。それは広域連合ができましたらそこで決まってくるものですので、

今確定ではありませんけれども、国の方の制度上そういうふうな形が調っているようでご

ざいますので、広域連合ができましたらそういう形をとっていくというふうになろうかと

思います。 

 個人的な形においては、先ほど言われたように、社会保険的なところで扶養に入ってる

方は多分出してないと思うんですが、その方も全部外れた形で１割負担ということになり

ますので、議員おっしゃるように、若干そういう面の負担は大きいということになろうか

と思います。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ４０番田邊客子君。 
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○４０番（田邊客子君） 今までの国保ですかね、減免制度があったわけですよね、高齢

者に対しては。結局それがなくて、一律にかかってくるということになるわけじゃないで

すか。そういう面で、かなりの高齢者が負担増ということになるんじゃないかなと思うわ

けですが、その点の試算ができていますかどうか。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 失礼しました。一応国保でも２割から７割軽減がありま

す。それで、今回の制度の中にも、一応２割から７割の同じような制度が設けられるとい

うふうに考えております。 

○議長（弘瀬則彦君） ４０番田邊客子君。 

○４０番（田邊客子君） 私も余り十分勉強してないんですけど、余り変わりはないとい

うご判断なんですか、今の現状と。この制度になったときに激変緩和はいつまで、これず

っとではないでしょうし、長期的に見ても大きな違いはないと。大きな違いがあるのかな

いのか。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 今の質問ですけども、現段階で考えれば、国保が外れて

７５歳以上の後期高齢者の保険ができて保険料を払うということで、そう変わりはないと

は思いますが、先ほど言うたように、７５歳を超えましても社会保険とか共済とかそうい

う方の扶養に入ってる方はとりあえず出してなかったと思うんですが、その分を取られま

すので、とりあえずふえてくると思います。それから後は、やはり医療費の伸びに応じた

変化を、多分２年に１回の見直しでしていくというふうに聞いております。伸びていく可

能性はあると思います。ただ、１割負担ということになってまして、公費で５割、あと保

険ですね、社会保険的な健康保険とか、それから共済とか、それから国保とかですね、そ

ういう持ち寄りの保険が４割を担うということになりますので、ふえていっても１割の中

の分ですので、どこまで上がっていくかというのが、その試算は今しておりませんけれど

も、上がっていったがの１割分のということではふえていこうかと思います。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

 ２２番梶原政利君。 

○２２番（梶原政利君） 関連で質問をいたします。 

 今、市川課長から保険料は多少上がっていくろという答弁でしたが、この新しい高齢者

の医療制度、７５歳以上に今までの高齢者の医療制度を廃止しちょいて新たに保険料を徴
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収する制度をつくるということですが、今までは国保は世帯単位で保険料を徴収しておっ

たと。それがやね、今度は世帯関係なしに人数によって、例えば夫婦がおれば２人に全部

保険料がかかると。しかも、年金から天引きをしますと。年金から天引きしゆうのは今介

護保険ですが、介護保険のように年金から天引きをしますよということになるんじゃない

かと、そういうように聞いておるわけですが。それから、新たに変わることは、もし滞納

したら保険証を全部取り上げますよということになっておるように私は認識をしておりま

すが、間違いですか。 

 それと、大変な高齢者いじめ、ここまでも来たのかというように私は感じております。

ご承知のように、７０歳以上の老年者控除が廃止をされました。さらに、特別控除が来年

は全廃ということで、収入はふえんのに所得がふえると。これは税金関係でそういうこと

になるわけで、年金は毎年切り下げられていってます。収入は減っていっておるのに、い

わゆるその控除がなくなったということで、結局所得額がふえると。これに伴って介護保

険料、国保がランクが上がっていくということになって、大変なお年寄りの負担はもう限

界へ来ちゅうと。 

 ところが、今度これ広域連合をつくると。事務は広域連合でやって、徴収は各市町村が

やるということになっちゅうようですが、それの設立をこの条例でやるということですけ

んど、これは大変なお年寄りいじめ。７５歳以上になってやね、そんなに収入がふえるわ

けじゃないわけですが、結局保険料は、ここに書いてあるように、１割から、今課長が７

割ぐらい。今、国保と余り変わらんと言うけれども、一人一人が全部保険料を取られると

いうのが今までとは違うということですね。それと、年金からの天引き、それから懲罰的

に、もし未納やったら保険証を取り上げますよと、こういう年寄りいじめの最たるもんじ

ゃというように思いますが、私が今言うたような、質問したような内容ですか。お答えく

ださい。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） ただいまの質問についてお答えをいたします。 

 一応、先ほど議員言われるように、老人世帯２人おりましたら、一人一人にかかってき

ます、その１割というのはですね。それは間違いありませんし、実際的には、今７，００

０円でしたら１万４，０００円ですか、１月に、というような形でかなり多額の状態が起

こってくるとは思います。先ほども言いましたけども、２割から７割軽減、所得によって

の軽減措置もこれには設けていくということでございますので、まずそのとおりいくのか
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どうなのかというのは今の段階ではちょっと言い切れませんけれども。 

 それから、特別徴収も間違いありません。一応、今のところの試算としましては、８割

方は特別徴収で集めるだろうと。あとの２割については町村で集めてくださいという形で

聞いております。 

 もう一点、資格証の問題です。１年間滞納されますと国保でも資格証明を今出しており

ます。場合によっては、一部入れてもらうと、その期間に該当するほどの短期証というも

のを出します。老人の場合は、従来老人の場合はそれが出してなかったですね。資格証じ

ゃなくて普通の証を出しておりましたけども、今回の制度においては一応資格証を出しま

しょうというふうにうたっております。議員おっしゃるとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） 一括提案ですので、順番に議案ごとに質問していきたいという

ふうに思ってます。 

 まず、１５９号ですが、これは道の駅の総合交流拠点施設については、一般質問等々の

中で今後の経営について質問もあったし、私自身も今後どうなっていくのかということを

大変危惧している一人でもあります。そういった中で、今回指定管理者制度にのっとって

指定をされることになるわけですが、いわゆる四万十ドラマがそういった指定を受けると

いう案件でありますが、当然指定をこれが採択した後で今後四万十ドラマさんと契約につ

いての話し合いもされるのではないかなというふうに思ってます。当然、指定管理するに

ついてはそれなりのドラマさんとの話し合いはされてきたのかと、それを受けて、じゃあ

受けましょうという形になってきたんだと推測をするわけです。 

 今まで四万十ドラマさんと町とどういう話し合いの中で、じゃあ受けましょうという話

になったのか。というのは、今後、恐らく試算の中でも、開店当初から、年度から黒字は

見込んでないような計画案がどこかで見たような記憶があるわけです。そうなったとき

に、四万十ドラマさんが独自に支援なしで持ちこたえるだけの資本金を持ってるのかとい

う面もあって、それなりの今後の計画が示されなければドラマとしても受けにくいだろう

し、町としての考え方もその点についてはあろうと思うけども、もう指定管理については

どこまでドラマさんとの話し合いがされてきたのか。今後、どんな課題があって、町とし

てはどういった対策を講じるのか、お考えがあればその点についてお示しをいただきたい

というふうに思ってます。 
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 続いて、議案第１６０号ですが、だんだんの質問があるように、これは大変なお年寄り

いじめの連合の設立になってくるし、設立した後で２０年４月から独自制度として７５歳

以上後期高齢者の独立保険制度ができる仕組みであります。特に危惧されることは、だん

だんからあったように、国保、四万十町は税ですが、国保も年金から、２０年でしたか

ね、４月から徴収、天引きをする。現在、介護保険も天引き。今度はこの独立、２０年４

月からこれも年金から年額１８万円以上の方は天引きしますよという法律が通ってきたわ

けですよ。大変なこれ７５歳以上の方々は大変な思いの中で医療にかからなきゃならん。

本当に不安抱えるような法律が２０年から施行されるようになります。 

 今回の場合は広域連合の設立ですが、私がわからんのは、何ゆえ広域連合を設立しなけ

ればならないのかという点です。県下で、わかりませんが、高知県の資料を持ってます。

医療費の老人１人当たりのは全国的にも高い位置にあります。一番低いのが長野県、一番

高いのが福岡やったかな、３０万円年額差が１５年の実績ではあるわけです。その間に高

知県もあるわけですが、一括して高知県で県内で１つの広域連合を設立をすると。そのか

わり、各自治体は保険料はそれぞれの自治体が徴収してもらわな困りますよと。それを私

んとこが預かります。その中で、２年間にわたって運営をしていきます。保険料も広域連

合で決めます。あんた方四万十町は徴収してもらわな困りますよと、そういうことながで

すね、連合の位置づけは。何ゆえに四万十町にとってこの広域連合がプラスになるのか、

ちょっと私はわかりませんが、決めたからいうてまた答えがあるかもしれませんね、国が

決めたから参加せないかん。けど、負担行為は四万十町の高齢者ながですよ、国が決めた

けん、決めたけんいうたら、じゃあ四万十町の備えは何なのかと私は思うところもあるわ

けです。だから、メリットがあれば私も賛成しますが、広域連合を何ゆえにつくらなけれ

ばならないのか、国が決めたから、間違いないです。しかし、それを四万十町としてどう

考えて今回私どもに提案をしたのかということを私はどうしても聞きたいと思ってます。 

 その中身については、たくさん資料を私も時間が十分ありますので勉強させていただき

ました。非常に問題があります。例えば市川課長が答弁したように、保険料は１割負担で

す。１割が安いと思うがですが、県下統一の保険料を決めるがですよね。四万十町がその

位置で、例えば１７年度ないし１６年度の決算でどれくらい１人当たりの老人医療費がか

かってるか私はわかりませんが、資料は多分市川課長はつくっちょると思うがですが、県

下で四万十町がどこに位置にあるのか。じゃあ、２０年４月から入った場合に、保険料は

下がっていく可能性があるのかどうなのか。統一価格になりますんで、保険料が。そこら
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の試算を見て広域連合に入った方がええという思いで提案されたと思うがですよね、私の

考えは。その点お教え願いたい。あと２回だけで、余りこの問題だけは言えませんが、そ

の点、何ゆえに四万十町にとって広域連合へ入ることの意義とメリットがあるのか、その

点お聞かせを願いたいと思います。 

 それと、それ以降余り詳しく勉強してませんが、疑問に思うので、私は解消せんとむか

むかしますので聞きます。議案第１６５号高幡消防組合規約の変更についての中で、旧の

条例規約の中で、右の下、議案資料を見ながら質問しますが、７条の４で、収入役は組合

長が組合の議会の同意を得て選任するということになってますわね。なってました、今ま

ではなってます、今までは。今度新たに、会計管理者は組合長が措置市町の会計管理者の

中から選任する。非常に組合長の権限が強化されてますよね、その文面だけ読めば。議会

の同意は要りませんよと、組合長がええ人を自分が決める権限がありますよという、私の

解釈ですよ。違ってればにらまれますので、怖いながら質問しますが。そういう私は解釈

をしました。何ゆえに議会の同意が要らんのか。そこまで首長の権限を強化したのか。笑

いますが、わからんがですよ、私は。わからんから聞くがですよ、真剣に。 

 １６６号は一緒ながですね。これも同じように、組合の議決の同意を得てから組合長が

１人で決めるという、文面はですよ。本来はやっぱり組合というのは、それぞれの議員が

出て、議会の同意を得て物事を決めて今まではきたわけですよ。それがなぜ組合長の権限

を、議会を軽くして、組合長の権限を強化したのかと。何かそこに意図するものがあるの

かなというふうに私は変にこう思うわけですので、そこら辺のなぜ規約の改正をしなきゃ

いかんのかについて質問して、１回目の質問を終わります。 

○議長（弘瀬則彦君） 岡本産業建設課長。 

○十和総合支所産業建設課長（岡本順一君） 道の駅の関連につきましてお答えを申し上

げます。 

 これまで四万十ドラマとどういうふうな話し合いをしてきたかというご質問と経費のこ

れからの負担についての質問であったというふうに理解をしまして、お答えをしたいと思

います。 

 まず、指定管理者ということで、基本協定書に基づきましてリスク分担、それと修繕費

の実施区分あるいは届け出の書類等も含めまして維持費、収支計画につきまして協議を行

いました。その中で、今の協定書の案の中で協議をした結果では、それでおおむね了解を

いただいているというふうに考えております。この議会でこの議案が通過いたしました
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ら、さらに詳しく詰めまして協定を結びたいというふうに考えております。 

 それと、管理運営面の費用のことですけれども、計画としましては、大変厳しい運営状

態になると思いますけれども、赤字ということでは見ておらんわけですけれども、それも

念頭に置きまして、赤字が仮に出た場合ということにつきましては、この施設そのものは

地域住民とか都市住民との交流、そういうふうな意味を込めまして、施設の設置目的を考

慮しまして一定の補てんも必要かと考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（弘瀬則彦君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 広域連合の設立に対して、なぜそれをつくらないかんか

ということで、大変議員嫌がっておりましたけども、基本的に国の方の高齢者医療の確保

に関する法律の中で広域連合の設立というのがありまして、一応各県において広域連合を

つくりなさいというふうな指導を設けております。もしうちがこの設立をけった場合とい

いますか、拒否した場合については、国の方で定めた法によりますと、うちの方は広域連

合、後期高齢者の制度において医療費の４０％を支払わなければならないという義務づけ

をされてます。したがって、出しは出すんですけど、先ほども言いましたが、５割、４

割、１割、１割は実際的には個人負担になりますね。あとについては保険者から国、県当

たりからの援助でやらないかんようになっちゅうわけです。その本来広域連合やったら入

っていきますけども、それが入りませんので、老人は国保におさまっております、もしこ

れに入らんかったら。国保上では、物すごく出費はするけれども、入ってくるお金が入っ

てこなくなりますので、全部国保で見なくてはいけません。したがって、国が決めたけ

ん、決めんけんとは言われますけれども、これはどうしてもそのルールの中で自分たち一

人が抜けるというわけにはなかなかいきにくい制度になっておることは間違いないがで

す。そこのあたりもご理解をひとつしていただきたいと、そのように思います。 

○議長（弘瀬則彦君） 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） ３４番議員さんにお答えいたしたいと思いますが、後期高齢者医

療を広域連合で運営するということにつきましては、今市川課長の方から答弁をいたしま

した。私も考えてみまするに、これが広域連合というのはすばらしいやり方だというふう

に思いますね。市町村ごとに国保のように運営をすれば、同じ高齢者医療サービスを受け

ながら、居住しておる市町村によって住民負担に高低が出てきます。非常に公平化が図ら

れると思います。それから、運営基盤が市町村単独でやるよりも大きな運営基盤、強固な
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運営基盤を持つことになりますので、財政運営が安定をするというメリットはあろうかと

思います。また、四万十町が単独でやるとすれば、それぞれ市町村が単独でやるとすれ

ば、四万十町の場合、最低でも２人以上の担当職員が必要になるのではないかというふう

に想定されますが、広域連合でやればそういった面での効率化が図られるというメリット

もあろうかというふうに考えております。 

 それから、その後の広域事務組合の自治法の一部改正に伴う規約改正についてのお尋ね

でございますが、これは組合長あるいは事務組合の管理者の権限が強くなったということ

ではなしに、これまでの収入役という制度が廃止をされまして、特別職である収入役とい

う制度が廃止をされて、職が廃止をされて、一般職の職員である会計管理者がそういった

職務を行うような自治法の改正があったわけです。ですから、収入役は特別職ですから議

会の同意が必要なんですね。会計管理者は一般職の職員ですので、議会の同意は必要な

い、組合長あるいは管理者によって選任あるいは任命することができる、こういう制度改

正になったというふうにご理解をいただけたらというふうに考えております。よろしくお

願いします。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） それでは、ご答弁いただきましたので、また順次１５９から再

質問を行いますが。 

 私は、１８年の予算委員会の中でそれぞれ委員からも質問が出されて、今後のあそこの

運営の計画はどうかということの中で、単年度、２年くらい赤字ではないかなという計画

案が出され、３年度から黒字になるような、半年以上前の計画でしたので、非常に厳しい

運営を余儀なくされるなという思いの中で、きょうここが出ましたので聞いたわけです

が、当然だれもが厳しい運営を余儀なくされるのではないかという予想はつくと思うんで

すね。交通量、いろんな外的要因の中で。それは当然四万十ドラマさん、彼らの実績もあ

り、ノウハウも持った、また人材も豊富ですので、運営次第では赤から黒ということが可

能かと思いますけども、しかしながら私ども議員としたら、じゃあ赤字の場合に財政支援

をどう考えるのかなというのはやっぱり考えておかなきゃならんと思うがですよ。赤字が

出たから、町の施設だから、全額赤字を補てんしますよという考えが一方ではあるかもし

れん。しかし、町民がそれを許すのかという。というのは、窪川にも大正にも道の駅をつ

くってきました。しかし、それぞれ支援の仕方も旧町村でしたら違ってきたわけですよ

ね。今度は、２施設あって、新しい四万十町の一施設ができるわけですので、じゃあある
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程度は過去のそういった支援のあり方も踏まえた上での赤字の場合の支援というのがあっ

てしかるべきだと私は思うわけですが、そこら辺の考え方を、もし赤字が出た場合に基本

的な考え方、例えば赤字の５０％とかというような一つの基本線がないと、私どもどうな

っていくのか。何ちゃない中で、じゃあこれを認めてええのかという話にもなるわけです

よ。当然大きな会社で、いや、四、五年は赤字でも私んとこは見れますという会社であれ

ば何も財政支援のことまで考えることはないですが、特に四万十ドラマは旧大正・十和・

西土佐がつくってきたドラマですし、そういった経過があって独立したわけですので、全

然知らんというふうには行政も考えてはないと思うわけです。そういった面で、赤字の場

合に基本的にどういう補てんをしようかなというのが町長なりのお考えの中にあればお聞

かせを願いたいというふうに思います。 

 それと、１６０号ですが、甲把助役は大変行政にとってはメリットがあるということで

強調されました。当然私はそう思うわけですよ。しかし、出向は職員が１人ぐらいは出な

いかんかもしれんがですよね、四万十町がやるとしたら。それはあるわけですよ。 

（助役甲把英一君「ただし、人件費は広域連合から」と呼ぶ） 

 はい、わかりました。だけど、だれか行かないかん場合もあるわけですよ。 

 そういった中で、行政にはそういったメリットもあるでしょう。保険料も自分とこで決

めることもない、広域連合で決めてくれる。議会へ提案しても、いや、広域連合が保険料

をこういう形で１割決めました。私どもが責めても、いや、私どもは広域連合が決めまし

たのでということでしやすいわけです、行政。私もあんたの立場やったら、助役の立場や

ったら広域連合は賛成やと思うがですよ。私どもは住民の負託を受けた一議員です。住民

にとってこれがどうなのかという私は視点で言います。だけではいかんですが、財政の絡

みもありますんで。しかし、助役どこまでご存じかわかりませんが、これ７５歳以上だけ

が対象じゃないですね、被保険者は。いいですか。６５歳から７４歳の寝たきりお年寄り

もこれに強制的に加入させられるんですよ。なぜか、医療費がかかるからですよ。だか

ら、その人たちも一緒に７５歳にぶっ込めやと、医療費が上がることを想定してね。そう

いう法律ながですよ、これは。町民にとっては恐らくプラスにならんわけですよ。年金も

下がる、天引きされる、いろんなもろもろの税金が、それでまたなお２０年４月からなお

一層、保険料が１割言いますけんど、上がってくると思いますよ。今でさえ６５歳、７４

歳の寝たきりの人は負担がかかってますよ、国保の中で。この人たちも一緒に今度は７５

歳以上の独立制度の中で組み込むがですから、当然今よりも保険料が上がることは絶対あ
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ります。だから、大変な、７５歳一方の方、今まで一生懸命地域のために、国のために働

いてきた人たちがますますひどい目に追い込まれる、こういう制度の中で広域連合が設立

をされるわけですよ。だから、私は、甲把助役が言われるように、メリットだけではな

い、被保険者は大変な思いをせないかん、そういった中での今回の広域連合の設立がいい

のかどうなのかという視点で私は物事を考えたいという思いで、一生懸命それなりの勉強

はさせてもらいました。見れば見るほどお年寄りは大変な思いをせないかんし、２０年か

ら、という私は思いを持ってますが、執行部の方、私の考え方と違ってればご意見をいた

だきたいというふうに思います。 

 あとの助役から答えられたことはわかったわけですが、しかし組合議会というのを置く

わけだと思うわけですよ。というのは、恐らく議員からも選任されるわけじゃないでしょ

うかね。忘れました。そうながですよ、この食肉センターなんかは組合の中ではやっぱり

それぞれ選任される議員がおるわけでしょ。それで、それぞれ総合事務組合とかいろんな

規約の今回の提案された中では、それなりの議員が選出をされて、その中で今までは議会

で決め事をしていってきたわけじゃないでしょうかね。それが何か議会の議決が要らんと

なってますので、ありゃと思ったので、単純に、勉強してませんでしたので、字句だけ読

んで質問したわけですが、それが私の組合のあり方というのは今までどおりそういう形で

組合議会で物事を決めていくということじゃないがでしょうかね。そこらはわかりません

ので、その点は簡単にご説明いただきたいと思います。 

○議長（弘瀬則彦君） 甲把助役。 

○助役（甲把英一君） ３４番議員のただいまのご質問にお答えいたしたいと思います。 

 組合議会は当然あります。それで、四万十町も、午前中に条例改正をしていただきまし

たように、収入役の事務を兼掌する、助役が兼掌する条例を廃止したわけですが、収入役

を四万十町も置くとしたら、議会の同意を得て町長が選任しなけりゃならんわけですが、

その会計管理者、簡単に言えば、今のうちで言えば出納室長なんですけども、これは一般

職の職員がやっとるわけですので、別に議会の同意を得て出納室長を、あるいは何々課長

を任命はしないわけですよね、一般職ですから。町長の命令で、辞令で選びゆうわけで

す。会計管理者というのは一般職の職員がやる職ですので、議会の同意は必要なくなった

ということでございます。収入役を置かなくなりました。収入役という制度がなくなっ

て、一般職の会計管理者がそういった職務をとり行うことに自治法が改正されたわけで

す。 
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 それから、後期高齢者医療制度について、先ほど来両田邊議員さんがおっしゃられるこ

と、国民から見てそういう側面は確かにあろうかというふうに思います。たしか平成１５

年の統計でしたか、国民医療費３２兆円ですよね。そのうち、いわゆる高齢者医療と言わ

れる部分が４０％ぐらいですか、そういう状況になっておりまして、まだまだこれから高

齢者がふえていくわけでございますので、現在の老人保健法で運営をしておる老人医療制

度というのは、その制度運営の責任の所在というのが非常に不明確だというふうなことが

これまで指摘をされてまいりましたし、またその財政についても全体的な国民負担が非常

にふえてきたと。そういう中で、国民皆保険制度を維持するために高齢者にも、いわゆる

１割負担をお願いすることにして、長期的な国民皆保険制度を運営をしていこうと、こう

いう制度設計を国が行ったわけです。ですから、一般的に言えば、国民にとってみれば、

その部分その負担が増大をすることは間違いないと思います、制度的に言って。しかし、

そのことが国民皆制度を長期・安定的に運営をしていくためにはやむを得ない措置だとい

う形で制度設計をされたというふうに考えておりますが、そういう点で個々の国民にとっ

ては痛みということになりますけども、大きな目で見て国民皆制度をできるだけ現役世代

と高齢者世代のバランスの中で維持していくという観点から見れば、それなりの制度を新

設する意味はあるのではないかというふうに考えることもできるのではないかというふう

な考え方を持っております。 

 以上でございます。 

○議長（弘瀬則彦君） 岡本産業建設課長。 

○十和総合支所産業建設課長（岡本順一君） 道の駅の件についてお答えしたいと思いま

す。 

 きょうも申し上げましたように産業振興の拠点となる施設と位置づけておりまして、四

万十ドラマがこれまでの専門的な技術とか知識、そういう蓄えられたものによりまして、

これまでしまんと緑茶、香り米、アロエ葉エキス、クリなどなどいろいろな商品を開発を

してきておりました。こういうこれまでの商品開発にあわせて、おかみさん市でのサンプ

ラザでの店頭販売、またこれからの新しいところでの市場の開拓、そこらあたりのいろん

なことを含めましてこれから道の駅での展開を考えているところでございます。 

 そういう赤字ということを非常に心配するところではございますけれども、そういう面

での支援をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（弘瀬則彦君） ３４番田邊哲夫君。 
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○３４番（田邊哲夫君） 最後になりますが、道の駅の関係ですが、これは課長が答弁で

きる問題ではありません。私の質問で、行政としてもしもという仮定ですが、赤字の場合

にどういう支援策を基本的に考えるかというのは、やっぱり町長なり助役なりがしっかり

と持ってもらってないと、課長は恐らく答えられんがですよ。だから、助役がさっき答え

るかなと思ったら答えませんが、どういうお考え持ってます。私はそれで支援はしゃあな

いかと思いますが、しかし限度があります。過去の道の駅２カ所もあります。そういった

ところを検討した上で、町長なり助役なりがどうするやというのは、これは話をやっちょ

かなおかしいでしょ。四万十ドラマが全部見れよという話にはならんと思うがですよ。ま

た、そんなことでは四万十ドラマも私は受けんと思います、はっきり言うて。だから、執

行部としてちゃんとした基本的な考えがあるならば、よっしゃ、そうかという私ども合点

いきゃあ、よっしゃと思うがですよ。ドラマを置けよと思うがですので、その点最後の答

弁を求めたいというふうに思いますが。 

 １６０号については、今回の場合は広域連合の設立ですので、２０年の独立制度とは違

うわけですけど、関連があるわけですね。２０年４月に向けて広域連合を設立して、それ

ぞれ議員も決めないかんがですよ。だから、１年の準備をせないかんがために、保険料も

決めないかん、１９年度中にという中で、今回県下の、全国でしょう、市町村議会で決め

ないかんがでしょ、これは。しかし、保険料が払いたくても払えないというのが出てくる

わけです、４月から以降については。担当課長、よう聞いてくださいよ。３日前のＮＨ

Ｋ、国保のを見たでしょ。極端なと言う人もおりますが、実態は実態です、あれは。払い

たくても払えんということでした、左官さん、日雇いの人がね。わしは生活保護を受けん

ぞと、働ける以上働くという気持ちの中で、病気を抱えながら頑張ってきたがでしょ、あ

の人もね。短期証明書をもらいましたわね。それは恐らく全国でそういう人、四万十町で

もおると思うがですよ。また、７５歳以上の人はまたなお資格証明書をもらいながら、下

手すれば７５歳の人、寝たきりの人は払えなきゃどうします。そうでしょう、資格証明

書、全額払わないかんし、１カ月の短期証明書をもらったって出らざるを得ん状況が生ま

れることを想定を私した場合に、本当に今後この設立がどうなのか。やはり四万十町独自

で支援策を講じながら、保険料の減免もそれなりの独自の政策の中でやっていく方がこの

被保険者にとってはプラスになりはしないのかというふうに私は思ってますので、そうい

う思いで質問をして、採決についてはまた討論に参加したいというふうに思ってます。 

 以上です。答えてください。 
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○議長（弘瀬則彦君） 高瀬助役。 

○助役（高瀬満伸君） 十和の道の駅の関係でございますけれども、四万十ドラマさんに

つきましては、非常に当初は経営が厳しいであろうということも想定をされておりまし

て、株式の増資も予定をされております。ただ、確かに経営が赤字になった場合どうして

いくのか。行政としてお願いをする以上、知らん顔もできません。 

 それで、現在考えておりますのは、あぐり窪川が開設をされたときに旧窪川町が４年か

５年、期限を切りまして補てんをしたということも聞いております。それを参考にして、

大体そこらあたりをめどにしながら、町として期限を切って応援をしていきたいというふ

うに思っております。 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに質疑がないようでございますので、これで質疑を終わりま

す。 

 これより議案第１５９号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１５９号四万十町総合交流拠点施設に係る指定管理者の指定についてを

採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手多数でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６０号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（３４番田邊哲夫君「反対の討論です」と呼ぶ） 

 ３４番田邊哲夫君。 

○３４番（田邊哲夫君） それでは、議案第１６０号高知県後期高齢者医療広域連合の設

立について、この議案に反対の立場で討論をしたいと、反対討論をしたいと思ってます。 
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 今回、議案第１６０号については、広域連合の設立の議案ではありますが、先ほど質疑

の中でも申しましたように、平成２０年４月１日から独立した後期高齢者医療制度を確立

をするための広域連合であります。質疑でも申し上げましたとおり、７５歳以上のお年寄

りの方々や６５歳以上の寝たきりのお年寄りの方々が２０年４月１日以降、大変な保険料

の１割負担増が恐らく推定をされる。そういった中で、広域で一括して県下一律の保険料

の策定などが行われ、ますます保険料も、１割負担といえ、ふえることが予想されます。

そういった意味で、本来は四万十町独自で高齢者の保険料を算定するということが本来の

姿であると私は思っております。 

 そういった意味で、平成２０年４月１日の独立制度に向けての広域連合設立について

は、高齢者のためによくない設立であろうという観点から反対をし、皆さん方の同意をい

ただきたいというふうに思ってます。よろしくお願いします。 

○議長（弘瀬則彦君） 次に、原案に賛成の方の発言を許可します。 

 賛成討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） ほかに討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６０号高知県後期高齢者医療広域連合の設立についてを採決します。

この表決は起立によって行います。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（弘瀬則彦君） 起立多数でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６１号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６１号高知県市町村総合事務組合規約の変更についてを採決します。 
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 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６２号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６２号こうち人づくり広域連合規約の一部変更についてを採決しま

す。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６３号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６３号高知県広域食肉センター事務組合規約の変更についてを採決し

ます。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６４号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６４号高幡広域市町村圏事務組合規約の変更についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６５号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６５号高幡消防組合規約の変更についてを採決します。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６６号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６６号高幡身体障害者療護施設組合規約の変更についてを採決しま

す。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１６７号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（弘瀬則彦君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１６７号高幡西部特別養護老人ホーム組合規約の変更についてを採決し

ます。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（弘瀬則彦君） 挙手全員でございます。したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

 ３５分まで休憩します。 

            午後３時２７分 休憩 

            午後３時３５分 再開 

○議長（弘瀬則彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第２３ 議案第１６８号平成１８年度四万十町一般会計補正

予算（第２号）、日程第２４ 議案第１６９号平成１８年度四万十町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）、日程第２５ 議案第１７０号平成１８年度四万十町国民健康

保険大正診療所特別会計補正予算（第１号）、日程第２６ 議案第１７１号平成１８年度

四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算（第１号）、日程第２７ 議案第１７

２号平成１８年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第１号）、日程第２８ 

議案第１７３号平成１８年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、日程第

２９ 議案第１７４号平成１８年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、

日程第３０ 議案第１７５号平成１８年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正

予算（第２号）、日程第３１ 議案第１７６号平成１８年度四万十町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第１号）、日程第３２ 議案第１７７号平成１８年度四万十町下水道事

業特別会計補正予算（第１号）、日程第３３ 議案第１７８号平成１８年度四万十町給与

等集中処理特別会計補正予算（第１号）、日程第３４ 議案第１７９号平成１８年度四万

十町水道事業会計補正予算（第１号）、以上議案第１６８号から議案第１７９号までの１

２議案を一括議題とします。 

 提出の提案理由の説明を求めます。 

 前田町長。 
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○町長（前田哲生君） それでは、一括提案されました１２議案につきまして順次提案理

由のご説明をさせていただきます。 

 まず、議案第１６８号平成１８年度四万十町一般会計補正予算（第２号）についてでご

ざいます。 

 今回の補正は、職員の異動等に伴う一般職の給与等の組み替え、育児休業等による給与

等の減額並びに諸手当の見直しに伴う人件費の更正、災害復旧事業における本年度の事業

割り当ての見込みによる追加並びに各種事業の決算見込みに伴う予算計上が主なものでご

ざいます。 

 まず最初に、歳出の主要な内容につきましてご説明を申し上げますと、まず議会費にお

きましては、さきの第４回臨時議会で議決されました議員の報酬の特例に関する条例に基

づき、議員の報酬及び手当を２，１９１万４，０００円減額計上いたしております。 

 総務費におきましては、町内の地域情報格差の解消や新たな情報基盤整備への課題に向

けてた取り組みとして地域情報計画を策定するため、企画費に委託料２６２万５，０００

円を計上いたしました。 

 一方、選挙費におきましては、今後の見込みと精査等によりまして４９４万６，０００

円を減額補正いたしております。 

 次に、民生費でございますが、社会福祉総務費では、保険基盤安定繰入金等の確定見込

みにより、国民健康保険事業特別会計繰出金において９００万円の減額計上となっており

ます。 

 一方で、老人福祉費では、先ほど提案いたしました議案第１６０号の高知県後期高齢者

医療広域連合への負担金１５４万７，０００円を新たに計上いたしますとともに、老人医

療の給付費等の見直しに伴い、老人保健医療事業特別会計への繰出金６３４万２，０００

円を追加計上いたしております。 

 障害福祉費におきましては、本年度の制度改正に伴う見直し等により、扶助費２，２４

７万円を減額補正いたしております。 

 さらに、児童福祉費におきましては、事業費の精査等により児童措置費で私立保育所の

運営費４４２万１，０００円を追加計上し、一方で公立保育所運営費におきましては７４

５万７，０００円の減額補正を行っております。 

 次に、衛生費でございますが、簡易水道事業特別会計への繰出金におきまして３８５万

３，０００円の減額補正を行っており、また各事業におきましても実績見込み等による精
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査を行い、職員給与を除く衛生費全体で２６２万８，０００円の減額補正となっておりま

す。 

 続きまして、農林水産業費についてご説明させていただきますと、まず農業費における

農業振興費といたしまして、割り当て見込みによりこうち農業確立総合支援事業の近代化

施設整備事業補助金７６６万６，０００円、中山間農業活性化事業補助金１１１万円をそ

れぞれ追加計上いたしております。 

 また、農地費におきましても、事業の確定見込み等により県営土地改良事業負担金５６

６万円、農業集落排水事業特別会計への繰出金として１２８万円をそれぞれ追加措置して

おります。 

 さらに、林業費では、割り当て見込みによる緊急間伐総合支援事業補助金２４７万４，

０００円を追加計上するとともに、興津松林の病害虫等駆除対策としまして委託料６００

万円を町有林管理費に予算措置を講じたところでございます。 

 商工費におきましては、事業の精査等による組み替えが主なものでございまして、職員

給与を除く総額で１３８万５，０００円の追加計上となっております。 

 次に、土木費でございますが、道路維持費につきましては、町道の維持補修工事費４０

０万円、バックホー購入費１９８万５，０００円をそれぞれ追加計上いたしております。 

 一方で、道路新設改良費におきましては、県道改良事業負担金５００万円を追加計上す

るとともに、各路線の工事の進捗状況及び行程等の見直しにより、町道影野火打ケ森改良

事業を３，８７５万円減額するとともに、各路線についても組み替え等精査を行ってお

り、職員給与を除く合計で３，０３２万円の減額補正となっております。 

 また、事業割り当て等により、がけ崩れ防止対策事業費に７４万４，０００円、住宅費

の町営住宅修繕に３５４万８，０００円等それぞれ予算措置を講じております。 

 続きまして、消防費におきましては、常備消防費における人件費及び各事業の精査によ

りまして負担金５０３万１，０００円を、非常備消防費におきまして消防団員の緊急出動

報酬等に１４１万７，０００円を、消防施設費におきましても、北ノ川消防屯所の改修工

事費１５３万５，０００円をそれぞれ追加計上いたしております。 

 教育費におきましては、本年度末の広井小学校の休校に向けた学校統合対策として１８

７万７，０００円を追加計上するとともに、小学校、中学校の修繕、施設整備工事費とし

て７６０万８，０００円を追加計上いたしました。 

 また、それぞれの費目におきまして事業費及び事務費の見直し、精査を行い、職員給与
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を除く教育費全体では８６３万７，０００円の追加計上となっております。 

 また、災害復旧費でございますが、農林水産施設及び公共土木施設における現年分の災

害復旧事業費につきまして、本年度の事業割り当ての見込みによりまして所要の予算措置

を行っておりまして、災害復旧費全体で５，４３０万９，０００円の追加計上となってお

ります。 

 さらに、公債費についてでございますが、公有林整備事業の造林資金を低利率の施業転

換資金へ借りかえる際の端数処理分として、元金に３２万４，０００円を追加いたしてお

ります。 

 また、人件費についてでございますが、７月の人事異動等に伴う一般職の給与及び諸手

当等の組み替え、精査等を各費目で行っておりまして、特別職及び一般職に係る人件費総

額では８７７万円の減額補正となっております。 

 以上が歳出予算の概要でございますが、これを賄う歳入といたしましては、第１表歳入

に記載のとおりとなっております。 

 この結果、今回の補正額は、歳入歳出それぞれ４，０９７万７，０００円の追加計上と

なっておりまして、累計予算額は歳入歳出それぞれ１３７億６，００８万８，０００円と

なっております。 

 次に、地方債の補正についてでございますが、第２表に記載のとおり、追加と限度額の

変更を行うものでございます。 

 ご審議の上、ご決定いただきますようお願いを申し上げます。 

 続きまして、議案第１６９号平成１８年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）についてご説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、国民健康保険税の減額、国・県の負担金、補助金の変更に

伴う補正、退職者療養給付費交付金の減額に伴う補正が必要となったものでございます。 

 まず、歳出の主なものを申し上げますと、職員給与費の減額等による一般管理費２８５

万７，０００円の減額、退職被保険者に係る保険給付費３，９６０万円の減額、出産育児

一時金２４５万円の増額、予備費１，９２５万４，０００円の減額の計上をいたしており

ます。 

 次に、これを賄う歳入でございますが、国民健康保険税９３２万７，０００円の減額、

高額医療費拠出金負担金の国・県分それぞれ１，０５０万円の減額、普通調整交付金２４

９万４，０００円の増額、退職者療養給付費交付金５，０９６万３，０００円の減額、保
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険基盤安定繰入金の減額等による一般会計繰入金９００万円の減額、収支差額分の調整と

いたしまして財政調整基金よりの繰入金１，０００万円を計上いたしております。 

 この結果、今回の補正額は、歳入歳出それぞれ５，８８９万６，０００円の減額とな

り、累計予算総額は２５億９，６７５万５，０００円となったところでございます。 

 なお、補正予算案につきましては、去る１２月１日、四万十町国民健康保険運営協議会

に諮問し、適当である旨の答申を得ていることを申し添えさせていただきます。 

 次に、議案第１７０号平成１８年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予算

（第１号）についてご説明いたします。 

 今回の補正につきましては、歳入におきましては、労災の薬剤の変更等による４５０万

円と国民健康保険並びに老人保健と介護保険の診療報酬の増額２７０万円のほか、平成１

７年度の繰越金８９万８，０００円となっておりまして、また歳出におきましては、職員

手当等の精査による変更、労災の医療材料費の変更によるものとして３９０万円、今後の

医薬材料費の見込みと血液検査委託料３９７万円の増額、給食費１００万円の減額となっ

ております。 

 以上が主な内容でございまして、この結果、補正額は歳入歳出それぞれ８０９万８，０

００円の増額となり、累計予算額は２億８，８６６万１，０００円となっております。 

 次に、議案第１７１号平成１８年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算

（第１号）についてご説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳入におきましては、１７年度決算確定に伴い繰越金５７

万９，０００円の増額、また歳出におきましては職員手当等の精査による変更、高知県僻

地医療協議会の１８年度決算見込みがほぼ確定したことに伴う負担金１４４万３，０００

円の減額、予備費１９０万９，０００円の増額補正をしようとするものでございます。 

 以上が主な内容でございまして、この結果、歳入歳出それぞれ５７万９，０００円の増

額となり、累計予算額は２億１，６１６万４，０００円となっております。 

 次に、議案第１７２号平成１８年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第１

号）についてご説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、医療給付費の増額に伴い補正が必要となったものでござい

ます。 

 まず、歳出について申し上げますと、職員手当等の増額による一般管理費４１万４，０

００円、老人医療対象者に係る医療給付費８，１５１万８，０００円の計上をいたしてお
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ります。 

 次に、これを賄う歳入でございますが、医療費の増額に伴います医療費交付金４，５８

８万７，０００円、医療費負担金２，３７６万４，０００円、県負担金５９０万９，００

０円、一般会計からの繰入金６３４万２，０００円の計上をいたしております。 

 この結果、今回の補正額は、歳入歳出それぞれ８，１９３万２，０００円の増額とな

り、累計予算総額は３３億８，２０２万８，０００円となったところでございます。 

 次に、議案第１７３号平成１８年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

につきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、旧町村及び四万十町で実施いたしました平成１７年度の介護保険事業の

清算として計上しておりました社会保険診療報酬支払基金交付金の交付率が改正されたこ

とにより、予定の額を下回ることとなりましたので、不要となった償還金を減額するもの

でございます。 

 また、本年度より国、県からの交付金の介護給付費に対する交付率も一部変更されまし

たので、あわせて予算の組み替えを行うものでございます。 

 以上が主な内容となっておりまして、この結果、補正額は歳入歳出それぞれ５２７万

１，０００円の増額となり、累計予算総額は１９億６，２６４万４，０００円と相なった

ところでございます。 

 次に、議案第１７４号平成１８年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

についてご説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳出におきまして、総務管理費で職員手当等の精査による

変更、維持管理費で需用費、委託料の減額、工事請負費等の増額を行っており、維持管理

費総額では２４４万４，０００円の減額を行っております。 

 次に、施設増補改良費でございますが、道路改良に伴う補償移転工事箇所が減となるこ

とに伴い１０８万円の減額を行い、公債費につきましては起債償還利子５６万８，０００

円の増額を行っております。 

 これに伴い歳入では、繰入金３８５万３，０００円の減額、雑収入８９万２，０００円

の増額をいたしております。 

 この結果、歳入歳出それぞれ２９６万１，０００円の減額となり、累計予算総額は４億

４，５２８万１，０００円となっております。 

 次に、議案第１７５号平成１８年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算
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（第２号）について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、県補助金の増減に伴い、住宅新築資金等貸付事業費の財源

変更及び償還推進費の減額、組み替えをして、第１表のとおり予算措置を講じようとする

ものでございます。 

 続きまして、議案第１７６号平成１８年度四万十町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳出におきまして、維持管理費で需用費５９万９，０００

円、工事請負費７６万１，０００円の合計１３６万円の増額を行っており、これを賄う歳

入につきましては、繰入金等合計１３６万円を計上いたしております。 

 この結果、累計予算総額は歳入歳出それぞれ４，２５６万円となっております。 

 次に、議案第１７７号平成１８年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳出におきまして、総務管理費２万５，０００円、維持管

理費の事業費９０万６，０００円、委託料９万８，０００円、工事請負費３５万７，００

０円の増額を行っており、これを賄う歳入につきましては、繰入金１３８万６，０００円

を計上したものでございます。 

 この結果、累計予算額は歳入歳出それぞれ８，４２５万３，０００円となっておりま

す。 

 次に、議案第１７８号平成１８年度四万十町給与等集中管理特別会計補正予算（第１

号）について提案理由のご説明を申し上げます。 

 本特別会計は、一般会計及び各特別会計予算に計上いたしております特別職、一般職員

の給与等につきまして、事務の効率化を図るため、一括して計上し、処理するものでござ

います。 

 今回の補正につきましては、育児休業及び心身の故障等により休職させた職員の給料並

びに各種手当、共済費等の減額、また実績見込みによる各種手当等の見直しが主なもので

ございまして、歳出におきましては、給料２，４８７万２，０００円、共済費２４７万

５，０００円をそれぞれ減額、職員手当等につきましては１，９０１万１，０００円を追

加いたしておりまして、差し引き８８３万６，０００円の減額計上となっております。 

 また、歳入におきましては、給与等振替収入を同額減額計上いたしたところでございま

す。 
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 最後になりますが、議案第１７９号平成１８年度四万十町水道事業会計補正予算（第１

号）について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主な内容について申し上げますと、収益的支出の事業費用におきまして、

営業費用の精査により原水及び浄水費１８０万円、配水及び給水費５０万円を増額し、予

備費を同額減額しようとするものでございます。 

 また、建設改良費の委託料３００万円を増額し、補償費を３００万円減額措置しようと

するものでございます。 

 以上、議案第１６８号から１７９号までの１２議案につきまして一括して提案理由のご

説明を申し上げましたが、よろしくご審議賜りましてご決定をいただきますようにお願い

を申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長（弘瀬則彦君） 提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第１６８号から議案第１７９号までの１２議案につ

きましては、質疑、討論、採決は議案の精査、研究をした後、後日改めて行うことにした

いと思います。これにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（弘瀬則彦君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１６８号から議案第１

７９号までの１２議案につきまして、質疑、討論、採決は後日改めて行うことに決定しま

した。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（弘瀬則彦君） 日程第３５ 請願・陳情を議題とします。 

 本日までに受理をしました請願・陳情は、お手元に配付しております請願・陳情文書表

のとおりであります。会議規則第９２条及び第９５条の規定により、それぞれ所管の常任

委員会に付託をします。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

            午後４時０２分 散会 
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